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クリスマスメッセージ

一 の聖 なる季節 に，私たちは世界中の

、一 国々にいる皆 さんに，愛 とあいさつ

の言葉 をお伝 えしたい と思います。・私 たち

は，およそ2000年 前 にベツレヘムで生まれ

たみどり児が，全世界の救い主であられる

キ リズ トであったことを宣言レます。過去，

現在，・未来に、わた り，す べての入 々の望み

はキリス昨 託されて魅 窮 また判 ス

トの中に，1世の多 くの ものから離れた心の

平安 を見いだすことができるのです。

ベツレヘムに始 まりエルサ レムに終わっ

た数 々の出来事 は，歴史の焦点 と言えるも

のです。私たちが記念するこの降誕は， ゲ

ツセマネとカルバ リで起 こった恐ろしい出

来事 の序奏 となるもので した。 そして馬屋

に始ま り空の墓で終 わった聖 なるみ業 を思

い起 こすな ら， ク リスマスは深 い意味 を

もって私たちの心 に迫 ってきます。

神の独 り子 というすばら しい贈 り物 に対

する感謝の念を，喜びをもって表現 するこ

とこそ，ク?ス マスの祝い方 としてふさわ

しいものです。この季節に歌われる讃歌や

キャロルは，羊飼 いたちが聞いた天使 の讃

美歌を今なお同 じように響 かせています。

私たちは古代の予言者二一フ ァイと共 に，

「キリス トのことを喜」(II二一 ファイ25：

26〉 ぶ と宣言するものです。古代 の義人は，

信仰 と希望 のうちにキ リス トが降臨され る

のを待 ち望 んでいました。私 たちは謙虚さ

と感謝 の念をもってキ リス トのこの世 にお

ける聖 なるみ業を、思い起 こし， また，信仰

と希望 のうちに， キ リス トの再降臨のとき

を待ち望んでいます。

私たちは， キリス トの中に見 いだすこと

のできる平和 を， すべての人々が尋ね求め

るよう祈 っています。

また，商業主義 とお祭 り騒ぎに目をくら

まされ るこ とな く，私た ちがその誕生 を

祝 っているお方 に心 を向けるように願 って

います。

ク リスマスは数多くの国で祝われていま

すが， この祝 日に伴 う伝統や習慣 も実に様

様 です。私たちは，隣人への愛の奉仕 によっ

て，救 い主 を礼拝することを伝統 とするよ

うに奨励 してきました。救 い主が示された

親切 や寛容，正 しい行 ないが，世界中の数

多くの人々の生活 の中に表 われるように祈

るものです。なぜなら，ベツレヘムの空にr

輝 いた星が，博士 たちを救 い主のもとへ導

いたように，キ リス トの教 えに従順な人の

生活は， まだ貝費い主を知 らない現代の多く

の人々を導 く光 となる ものだか らです。

このクリスマスの季節 をはじめ，私 たち・

はいつ も，すべての人々がイエス ・キ リス

トを通 して得 られる希望 と平安 を見いだす

ことができるように，心か ら祈 ってい ます。
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この重要な教えは，1977年10月 に行なわれた総大

会で述べられたものです。大管長の意向により，

個人や家族の学習のために再掲載するものです。

大管長

スペ ンサー・W・キンボール

福礫野態勢灘痴
基をなす真理をここで再確認 し，それ らを

今 日の私たちにどのように応用すべきかを

お話 したいと思います。この業 に関して私

たちが霊的な面で受 け継いでいるものをさ

らに強め， それを土台 にして実行の歩みを

速めることができるよう願 っています。

主は時の初めより，隣 り人を自分 自身の

ように愛せよと民 に求めてお られ ます。エ

ノクの時代 の人々 についての記録 を読 んで

みたいと思います。「主 はその土地 を祝 した

まいたれば，民は山の上 と高 き所 にて祝福

を受け誠に栄 えた り。

主，その民 をシオンと呼 びたまえり。彼
いつ

ら心 を一に し，精神 を』にし，義 に住 みた

ればな、り。されば彼 らの中に貧 しき者一人

もなか りき。」(モ ーセ7117-18)

この真理 を教 えた指導者たち， この真理

を学んだ人々について は，モルモ ン経の随

所 にその記録 が見 られ ます。慈愛 に満 ちた

ベ ンジャミン王 は次の ように語 っています。

「ねがわくは，私がお前たちに話をした
ゆる

ように日々自分の罪の赦 しを保 ち，罪無 し

に神 の前を歩 くことができるように，お前

たちが一人一人みなその財産の多い少 ない

に応じてそれを貧 しい人々に分 け与えるこ

とを望む。 それはたとえば，腹 のすいてい

る者に食物 を与え，はだかでいる者に着物
や

を着せ，病 んでいる者 を見舞い，各々の必

要 に従 って肉体 について も霊 についても救

助 を施すことである。」(モ ーサヤ4：26)

二 一 ファイ第四書には，利己心 を捨てた

ため，4代 にわたって完全 な義のうちに栄
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!一 一 鵜一
えた二一ファイ入の記録があ ります。理想

のシオンを実現 した彼 らの有 り様 を心に描

くとき，私 たちは感動を覚えます。

「一同は一切の所有物 を共有 したので富

んで いる者 と貧 しい者との区別 もなく， 自

由な者と奴隷 との区別 もなくて，誰 もかれ
たまもの

も自由とな り天の賜 を授 けられた。
しつ と

ま た， 嫉 妬 ， 争 闘 ， 暴 動 ， み だ ら な 行 い ，



「主，その民をシオンと呼びたまえり」一

虚言，人殺 し，および何 らみだりがわ しい

行いがなかったから， まことに神 が造 りた

もうたすべての民の中でこの民ほど幸福 な

民があるはずがなかった。」(IV二 一 ファイ

3，16)

この最後の神権時代 の，現在 から約4世

代前 に，主は現代の シオンを築 くことに関

して次のように述べておられます。
おの ごと

「ことごとくの者
，兄弟を己が身の如 く

ふ

に思 い，わが前に徳 と聖 きを履み行 うべ し。
　 な ん じ

われ重ねて汝 らに告 ぐ，汝 ら皆 己が身の

如くに兄弟を思うべ し。
うち も

汝 らり中誰か十二人の息子 を有つ に， そ
かた

の一人にのみ偏 よるごとをせ ざればその子
しか

たちよく父 に仕 う。然 るに，すなわち一人

に向 いて汝礼服 を着 けて此所 に座せよと言
か しこ お

い，また他に向いて汝ぽろ豪着て彼所に居
む か ド

れと言い，.しか も息子 たちに向いて，見 よ，

われ公平な りと 言 うことを得んや。
た と え ド も ノド

見 よ、 こはrつ の比喩を以て汝 らに語 る
まさ

ところ参れど，正 にわれ在 るが如 く真 なり。

われ汝ら娩向》)て言わん，汝 らひとつとな

れ。 も1しひとっとな らずば，嫁 らはわが も

のにあらず。」(教 義 と聖約38』：24-27)

、ジ ョセーフ ・F・ ス ミス大管長 は，福祉活

動の再設を予告 する言葉を1即0年 に語 って

います。

「あな≧がたは，物質的 なものと肇申な

ものが溶け合っていることを， いつ も心に

留めなければならない。この二 つは分離 し1

た ものではない。私 たちが地上 にいる限.り，

片方な) 、で， もう一方のことを行なうこと1

はで きない。

末 日聖徒 は，霊的 な救いだけでなく，こ.

の世 の救いをもたらす福音 を信 じている。

一私たちはまず善良，忠実， また正直で

勤勉 な人 にならなければ，本当に良い，信

仰深 いキ リス ト教徒 にはなれないと思 って
きんげん

いる。それで私たちは，勤勉，倹約，謹厳

を説 く福音を宣べ伝 えている。」(「福音の教

義」第1巻 ，p.252〉

そ して，1936年 に大管長会 は，現在実施

されている福祉計画 どいう形でこれらの原

則 を宜言 しています。この宣言 は，理想 の 、

シオンを築 くためのより完全 な機会 を当時

の人々に提供するものでした。

大管長会 は次のように述べています。「私

たちの第一の目的は，可能 な限 り， いまわ .

しい怠惰や施 しのもたらす悪弊 を除去 し，

独立心，1勤勉，倹約， 自尊心 を再 び私 たち'.

の間に確立する体制を築 くことである。教

会の 目的は，人々ゐ 自立 を助 けることにあ

る。勤労が再び教会員の生活 を貫 く原則 に

ならなければな らない。」(「大会報告」1936

年10月)

この大管長会 の意向に誤 りはあ り孝せん。

この業 は，物質的な性格を帯びているよう

に見えるかも知 れませんが，真髄 は霊的な

ものであることははっきりとしています。

次のJ・ ルーベン ・クラークr・ジュごア副 ・

管長 の言葉 にあるように， これは人々を第

一に考え
，神からの霊感により設け られた

聴プログラムです。「福祉計画の長期 目標 は，

与.える者と受ける者双方の教会員の人格を

築 き，1豊かな精神 という人の 目につかない

結実 をむたらすことである。こ れは結局，

この教会 の使命 と目的であり， また存在 す

る理由でもある。、」(J・ ル ーベン ・クラー

ク ・ジュニア副管長，ステーキ部長会特別

、集会，1936年10月2日)
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私たちは世界各地 を訪れ，人々に会うた

びに，私 たちの民が物質的な必要を抱えて

いることを強く感 じます。けれども，彼 ら

に援助の手 を差 し伸べたいと思 うときに，

私たちは，「肉を制 してはじめて高度の霊性

が得 られる」 という大切な教訓を彼 らに学

ばせなければならないことを，感 じるので

す。人々に自分の必要を自分 で満たすよう

促 してこそ， その人の人格を築 くことがで

きるのです。

与 える者が 自分の欲望 を抑え， 自分の望

みに照 らして他人の必要を正 しくとらえる

ときに，福音 は彼 らの生活の中で生きたも

のとな ります。大 いなる愛の律法 に従 って
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「主，その民をシオンと呼びたまえり」一

生活するときに，人は物質的な救 いだけで

なく，霊的 な清 めをも受 けるのです。

そして，受 ける者 も，感謝の気持 ちをもっ

て受けるとき，真のシオンにおいて人 は物

質的にも霊的にも救 いにあずかることがで

きるということを知 って，喜 びを覚 えます。

こうして彼 らは自立 しようという気持 ちに

駆られ，ほかの人々と分 かち合 えるように

なります。

すばらしい計画です。皆様 は， シオンに1

美 しい衣を着せるこの福音 に感動を覚 えな

いで しょうか。 こうして考えてみると，.福

祉活動 はプ ログラムではなく，福音の本質

であることがわか ります。 まさに，福音 の

実践です。キ リス ト教徒の生活 を貫く最 も

気高い原則なのです。

こう，した結論 に至 る過程を具体化 し， こ

の業の根底 をなす原則を明確 にするため，

私 は，基本的な真理であると思 う事柄 につ

いてお話 したいと思い ます。

第1に あげられるのが，愛 です。隣人に

対する私たちの愛， さらに主 に対 する私 た

ちの愛は，私 たちがお互 いに，あ、るいは貧

しい入や悩んでいる人に対 してどのように

行動するかによって測 られます。

「わたしは
，新 しいいましめをあなたが
たがい

たに与える，.互に愛 し合いなさい。わたし1

が あなたがたを愛 したように，、あなたがた

も互 に愛 し合 いなさい。

互 に愛 し合 うならば，それ によって，1あ

なたがたがわたしの弟子であることを，す

べての者が認めるであろう。」(ヨ ハネ13：

34-35;モ ロ ナ イ7：44-48;ル カ10：

25一 串7;14：12-14参 照)

第2は 奉仕 です。奉仕 とは，官己を低 く'

し，援助 の必要 な人を助 け.「貧 しい者 に持

物 を分 け与 え，飢 えた者に食物を与えて，
かんなん

・キ リス トのため
， あらゆる葵艮難をその

身に受け」 ることです。(ア ルマ4：13)

「父 なる神 のみまえに清 く汚れのない信

心 とは，困っている孤児や，やもめを見舞

い， 自らは世 の汚れに染 まずに，身を清 く

保 つことにほかならない。」(ヤコブ1：27)

第3は 労働ですΦ、労働 は，幸福 と繁栄 と

自尊心を生みます。またあらゆることを成

し遂 げるための手段です。.怠惰 はこの反意

語です。私たちは働 くよう命 じられている

のです。、(創世3：19参 照)私 た ちの物質
あんねい

面，社 交面，情緒面，霊的面 での安寧を施

しによって得 よ うとする ことは，労 働 に

よって物 を得 るよう命 じられた神 の戒 めに

反 します。労働は教会員の生活を貫 く原則

にならなければな りません。(教 義 と聖約

42：42;56;17;68130-32;75：29参 照)

第4は 自立です。教会 と教会の会員 は，

自立するよう主から戒 められています訳教

義 と聖約78：13-14参 照)

各 人の社交面，情緒面，霊的面，肉体面，

経済面にお1ナる安寧を維持す蚕責任は，第
一 に本人

，第二にその家族亀.第三 にその人

が忠実な教会員であれば教会 が負います・

肉体および情緒面で健康な末 日聖徒は身

自分 と自分の家族 の安寧に関 して， そ・の責

任を他人に譲 り渡 すことはできません。主

の導 きを受け，カ を尽 くすな らば，物心両

面で自分 と自分の家族を養 うととがで きる

はずぞす。、.(1テ モテ5： 一8参無)'、

第5は 奉献です。 これには犠牲 が含まれ

ます。奉献 とは，霊的面であれ物質面であ

れ，助け を必要 としている人のために，・ま
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一
た主の王国の建設のために， 自分 の時間と

才能 と財産 を提供 することです。福祉プロ

グラムにおける奉献 には会貝たちが生産事

業で働 くこと，専門的な技能 を分 かち合 う

こと，惜 しみなく断食献金 を納 めること，

ワー ド部 および定員会の奉仕 活動 に参加 す

ることがあ ります。また， ホームティーチ

ングや家庭訪問で も時間を奉献 します。私

たちは自分 を捧 げるとき，奉献 しているの

です。(『偽 りの神 々』「聖徒 の道」1977年8

月号参照)

第6は 責任 です。教会 の会員 は，霊的面

もしくは物質面 において神 より委託 を受け

てお り， これには責任が伴 います。万物は

肉を制してはじめて

高度の霊性が得られる

主の ものであ り，私 たちは家族 をどう導 き，

自分 の体，心，財産 をどう用いるかについ

て，責任 を負っています。(教義 と聖約1041

11-15参 照)忠 実な僕 となるには，正義 に

基づいて治め，自己に属するものを世話 し，

貧 しい人，乏 しい人 に目を向 ける必要があ

ります。(教 義 と聖約104：15-18参 照)

これらの原則は福祉活動の推進力です。

私 たちは皆， これ らの原則を学び，従 い，

そ して教 えなければなりません。指導者の

皆さんは会員 に，父親は家族 に，.これ らの

原則 を教 えていただきたいと思 います。私

たちはこれらの真理 を実践 してこそ，理想

の シオンヘ近づくことができるのです。

シオンとは，主の誓約の民 に対 して主よ

り与えられた名前であ り，清 い心 を持ち，

貧 しい者，乏 しい者，悩む者 に絶 えず援助

の手を差 し伸べる人々のことです。(教義 と

聖約97：21参 照)

「主， その民をシオ ンと呼 びたまえ り。

彼 ら心を一にし，精神 を一にし，義に住み

たればな り。 されば彼 らの中に貧 しき者一

人 もなか りき。」(モ ーセ7：18)

この神権 に基づ く最高の社会 は，愛 と奉

仕，労働， 自立，管理 という教義の上に立

て られています。 そして これ らはすべて，

奉献 の誓約の中に包含 されるものです。

では， これ らの原則 を実行 に移すための

活動 とプログラムについて述べてみましょ

う。

ご存 じの通 り，私 たちは数年前から，個

人 と家族 の備 えをかな り強調 してきました。

教会員全員が この方向に向かって努力 して

いただきたいと思 います。また， この件 に

ついては消極的でなく積極的 に理解 し，強
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「主，その民をシオンと呼びたまえり」一

調 するように望 むものです。

扶助協会 は個人 と家族の備 えを 「将来 を

考えての生活」 として教 えていますが，私

はこれを好ましいことであると思 います。

これは次のような意味 を含 んでいます。 す

なわち，資源 を節約すること，財政計画 を

立てること，健康管理 に万全を尽 くすこと，

教育 と雇用条件 の改善のために準備 するこ

と，家庭生産 と貯蔵 に関心 を払うこと，情

緒の安定 を図 ることが含 まれ ます。

例えば，家庭菜園を造ることによって，

食費を軽減 し，新鮮 な野菜や果物 を収穫 す

ることができますが，恵みはこれだけにと

どまらないことを理解 していただきたいと

思 います。菜園の雑草 を抜 き，水 をまくと

きに交わされる親 と子の交流には測 り知 れ

ない価値 があ ります。種蒔 きと耕作 と収穫

の律法 を学んでいる彼 らに， どれほどの恵

みがもた らされていることで しょうか。 ま

た，家族 でひ とつのことをするには，全貝

の協 力が不可欠です。 これによって家族 が

一層親密 になるという祝福 もあります
。

私 たちは雇用条件の改善の意味から読 み

書 きの能力 と教育を提唱 していますが，聖

典や教会 の出版物， そのほかいろいろな良

書を読 むことから直接得 られ る喜 びも決 し

て過少評価することがあ りません。私 たち

は家族の祈 り，親切 な言葉，完全な意志 の

疎通によって情緒の安定を図ることの大切

さを教 えていますが，それと同時 に，礼儀

をわきまえた活気のある雰囲気の もとで生

活することが どれほど喜 ばしいものである

かということも知 っています。

個人と家族の備えの各分野は， このよう

に，直接災害 と結びつけるのではなく， 日

常生活 における恵みと関連 してお話するこ

とがで きます。

これ らは正 しく，私たちに満足を与 える

ものです。 したがって これらを実践 しよう

ではありませんか。 また，私 たちは主の勧

告 に従順 であ りたいと願 っているはずです。

このような気持ちでいれば，私たちはほと

んどの不測の事態 に備 えることができます。

そ して主 か ら繁 栄 と慰 めを与 え られ るで

しょう。苦難 の時代が到来するのは確実 で

す。主はそのように予告 しておられ ます。
ぽう

そ して，シオンのステーキ部 は確か に，「防
ぎよ さけどころ

禦 のためとな り，また暴風雨の避 所」(教義

と聖約115：6)と な ります。私 たちは知恵

を用いて慎 み深く生活しているならば，主

のみ手 の中にあるが ごとくに守 られるで

しよう。

私 は，神権定員会 と扶助協会 の集会 にお

いて，個 人と家族の備 えの考 え方 を正 しく

教え，教会貫全貝がこれに積極的 に取 り組

めるようにしてほしいと思 います。

また，断食の律法に関する義務 について

も教 えていただきたいと思います。会員一

人一人が貧 しい人，乏 しい人のために惜 し

みなく断食献金 を納めるべきです。 この献

金 は，少なくとも断食をしている間の2食

に相 当する金額 でなければな りません。

「私 たちは時折，惜 しむ気持ちから，朝

食 を卵1個 で済ませているので， それに相

当するお金 を主に納めようと考えることが

ある。現在 は多くの人が裕福であると思 う

が，裕福 なときは， もっと寛大になる必要

がある。

私 は，断食 した2食 分の金額ではなく，

できる状態であればもっと多く，10倍 以上
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鵜聞1囎 鰭騨 　働饗嬰騨響 警鷺懸鮮
の金額 を納めるべきであると考えている。」

(「大会報告」1974年10月 ，p.184)

主 に従いなが ら貧 しい生活 を送 っている

人の必要を満たす手段 として，長年の間，

断食献金が使用されてきました。過去 と同

様 に現在 も，教会 は，福祉プ ログラムにお

いて現金が必要 な場合 にこの断食献金 を使

用 しでいます。 日用 品は福祉生産事業か ら

得 られ るよう匠しています。 もし私 たちが

惜 しみな「く断食献金 を納めるなうば，私 た

ちは霊的にも物質 的にもさらに繁栄するで

しょう。

兄弟姉妹の皆様，一以上 のことを心 に留 め

て， この偉大 な業 を推進 するよう私醤切 に

お勧め したいと思 います。現状は私たちに

とって も主にとっても満足すべ きものでは

ないということを，全体 として， また個人.

と して認識するかどうかが，私 たちの今後

を大 きく左右するのです。

これまで学んだ教訓 を生 かしていこうで

はありませんか。 日常生活において奉仕 と

奉献 を実行 し， この世のものに打ち勝つこ

とにより，救い主に近づき，霊的にさらに

多 くのことを成 し遂 げようではあ りませ ん

か。

私 たちがこぞってそのように努力するな

らば，私たちについて記 されている 「まこ

とに神が造 りたもうたすべての民の中で こ

の民ほど幸福な民があるはずがなかった」

という状態に到達するで しょう。

ホームティーチャーへの提案

強調点 ：ホームティーチ ングのときに，以

下の点を話 し合 うとよいでしょう。

1.隣 人 に対 する私 たちの愛， さらに主 に

1.1灘漁鯉 瞭 瞬 櫓 厭 ぐ噸 熟

灘 羅欝轡響糖
甑 騨 膨 輔 燦 辮 ，騰 嘩 艶 ま
，㌃1辱、'黙鱒鞭 鷺 蘇 墜 嘩 た

灘 驚獄 讐驚，警
稽 各煙 鱗 藍 聯 瓢 鞭 道沸 体再
・薫済面に鞍虻る安寧牽舞講誹る奪
任は1第 一に本人，第土 にぞの家族，1

第三 に教会が負い ます。

4.奉 献 には犠牲 が含まれます。奉献と憶，

霊的面であれ物質面であれ，助けを必

要 としている人のために， また主の王

国の建設のために， 自分 の時間 と才能

と財産 を提供することです。

5.会 員一人一人が貧 しい人，乏 しい人の

ため に惜 しみなく断食献金を納めるべ

きです。 そうすれば，霊的面 において

も物質面 においても宝を増やすことに

なるで しょう。

話 し合いを進めるために

1.

2.

福 祉 活動の基本原則 について自分の気

持 ちや経験を話す。家族 にも話 して も

らう。

家族で朗読 したり話 し合 った りすると

良いと思われる聖句や引用文がこの記

事の中にないだろうか。

3.訪 問の前 に家長 と打 ち合わせた方が，

良い話 し合 いができるのではないだろ

うか。福祉計画について，定員会指導

者 や監督 か ら家長 にあて られたメ ッ

セー ジはないだろうか。
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私
はもう何年 もク リスマスのたびに，

ニュー ヨー クの新聞 を読 んで知 った

貧しく困っている家庭 に衣類を贈 り続 けて

きました。 そしてその中には，必 ず霊性 を

高めるような読み物 も一緒 に入れてきまし

た。

ク リスマス休暇 中のある 日，私 が荷作 り

しているところをじっと見ていた夫のウィ

ルは，私 にこう言 いました。「ぽ くがその荷

物を車で町 まで運 んでいったらどうかな。

うちのワゴン車なら十分積 めるだろう。」

私はうれ しくな りました。 もし夫がそう

して くれるなら，送料 の高い重 い冬物の衣

服や食料品 も持 っていって もらえるのです。

私 はうきうきしながら， できる限 りいろい

ろなものを集めました。その間，夫のウィ

ルはマンハ ッタンやブロンクス，ブルック

リンといったニューヨーク市内の地図を用

意し，途 中停車する場所 を調べ，スケ ジュー

ルを決 めました。

クリスマスの前 日の早朝，ウ ィル と我が

家の十代の息子 たちはワゴン車 に荷物 を積

み込 み，屋根 にもい くつか荷物 をくくりつ

けました。 当日は薄曇 りの寒い 日で したが，

10

ウ ィルが身につけた防寒着 は帽子 ぐらいな

ものでした。普段事務の仕事を している夫

が，外 に出て仕事 をするというのはめず ら

しいことで したが，それでも寒さには自信

があるようでした。

荷物 を積 んだ車が ドライブ ウエーか ら

バックで出ていくのを見送 りながら，私 は

ふと不安 にかられました。 もし車 が故障で

もしたらどうしよう。道がわからなくなっ

た らどうしよう。冷 え込 んできた らどうし

よう。町の中でも一番犯罪の多い地区に行

こうとしている夫が，襲 われでもしたらど

うしよう。

家に入 りかけた私 は，ゆっくり舞い落ち

てくる雪を見なが ら不安 をつのらせていき

ました。私 は家 に入るな り，ひざまずき，

主 にウィルの安全を願 い祈 りを捧げました。

「天のお父様
， ウィル は私の使 いで出てお

ります……」そこまで祈って私 は黙 りまし

た。何 か間違ったことを言 ったような気が



したのです。「いいえ，そうじゃない。夫 は

主の使いで出ているんだわ。」私 はふと思 い

ました。 そしてそのような考 えが浮かんだ

ことに驚 きました。夫は自分 のために出か

けて行ったなどと，私はずい分 うぬぽれた

考えをしていたのです。 そして，彼が安全

に守 られるかどうかは私 の祈 りにかかって

いるなどと思 い込んでいたのです。 しか し

その瞬間，私 は神 の使いで出ている夫は必

ず守 られるという確信を得たのです。

私 は夫 のことは もう心配 しない ことに し，

立ち上がってクリスマスの準備 を続 けまし

た。朝方 ずい分ゆっくり降 っていた雪が，

昼 頃には吹雪 に変わっていました。午後 に

なって，私は歩いて近 くの店 まで買 い物 に

行 こうとしました。 しか し，雪の吹 きだま

りにあい，引き返さなければな りませんで

した。 こんな近 くでさえ歩けなくなるぐら

いです。町の方 はどんなでしょうか。

夕食の時間にな りました。 ウィルからは

聖徒 の道/1984年12月 号

まだ何 の連絡 もあ りません。夫は電話 を入

れると言 っていたのです。心配 しないとい

う私の決心はしだいにぐらつき始めました。

夜 になって，息子 たちが外 の雪か きか ら

帰ってきました。そしてひとりが言いまし

た。「お父さんまだP今 頃どの辺 かな。」

「お母 さん。Jも うひとりが言 いました。

「お父さん
， まだ荷物届 けてないんじゃな

いの。こんな 日はきっとだれも家に入れて

くれ ないと思 うな。心配 させるつもりはな

いんだけど……。」

「大丈夫よ
， きっと。」そう言って子供た

ちを安心 させたものの，私の心1ま落 ち着か

なくなっていきました。間 もなく11時 を指

そうとしている台所の時計を無視 しなが ら，

私 は気をしっかり持 ってプ レゼン ト包みに

専念 していました。すると息子のひとりが

ほっとしたような声で叫んだのです。「お母

さん，お父さんの車だよ。帰ってきたんだ。」

私 は ドキ ドキしなが らコー トをつかむと

外 に飛び出 して行 きました。車か ら降 りて

きたウィルは，私 が想像 していたほど寒そ

うでも，疲れ切 ってもいませんで した。私

には彼が，雪 のために放置 された車 をよけ

ながら15時 間も雪道 を運転 し，雪の積 もっ

た歩道を荷物 をかついで歩 き回ってきた人

とはとうてい思 えず，ほんの30分 ほど散歩

してきた人 ぐらいにしか見えませんでした。

「困ったことは何 もなかったよ
。全部の

家族 に届 けてきたよ。」夫はそう言って私 を

安心 させました。

その晩，私 は夫の安全 が守 られたことに，

そ して主 の方法 に対 する私の理解が深まっ

たことに感謝 しました。

*セ ロバー姉妹 は，バージニアビーチ，バー

ジニアワー ド部の会員である。
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灘認盤 嚢灘鱗
お
よそ2，000年 の昔，マリヤという名前

の若い女性 がパ レスチナの小 さな村

ナザ レに住んでいました。彼女 に最 も近 い

家族 としては，ダ ビデ王の子孫であるヨセ

フと結婚の約束をしていたこと以外何 も知

らされていません。

神のみもとより天使 ガブ リエルが訪 れた

日のマ リヤの驚きは， いかばかりだったで

しょう。み使 いはマリヤにあいさつして言

いました。f恵 まれた女 よ，おめで とう，主

があなたと共 におられます。」

「この言葉 にマ リヤはひどく胸騒ぎが し

て」，このあいさつはなんのことだろうかと

思いめぐらしていました。(ル カ1：28，29

参 照)そ れからみ使 いはマ リヤに，神か ら

恵みを受けて神の独 り子の母 となることを

告 げ知 らせました。

み使 いの説明では，幼 な子は聖霊 の力を

通 して彼女 に生 まれ，それゆえに聖 なる者

となるのでした。御子を受け入れるすべて

の霊を救うことか ら，その名 はイエスと，

となえられることになっていました。

「彼は大いなる者 とな り
， いと高 き者 の

子 と， となえられるで しょう」 とガブ リエ

ルは言いました。 イエスは王 とな り， とこ

しえにイスラエルの家を支配 し， さらに世

の腰い主 となるのです。

マ リヤは事情がのみ込 めずに，「どうし

て， そんな事 があ り得 ましょうか」(ル カ

1：34)と 言 いました。み使 いはそれが聖

霊の力 によって超 自然的に起 こる，ど説明 し

ています。(ル カ1：26-35参 照)

み使 いはマ リヤのいいなずけの ヨセフに

も訪れ ました。 ヨセフは素直な心の持ち主

で，み使 いの言葉 をすぺて理解 しました。

こうして処女 マ リヤは， メシヤなるイエ

ス ・キ リス ト、Φ母 となるのです。』

イエスの誕生が近づいた頃，マ リヤ とヨ

セフはパ レスチナの別の村ベツレヘムヘ旅

をしました。 ふた りは子供 を産むために宿

屋 に泊 まりたいと思ったのですが，部屋が

あ りませんでした。政府の命令 による人 口

調査 のために，ベツレヘムにはたくさんの

人々が集まっていました。彼 らはマリヤと

ヨセフよりも早 く着いたので，宿屋が全部

ふ さが っていたのです。

イエスが生 まれそうになって，ふた りは

ほら穴かうま屋 に場所 を見つけ，マ リヤは

そこで子供 を産み ました。そ こにはベッ ド

やそのほかの設備 もな く，幼 な子は飼い葉

おけに寝 かされました。

これが最初 のク リスマスで した。飾 りっ

けも，家族のパーティーも子供の遊ぶ姿 も

あ りませんでした。 しかしそこにはかつて

ないほどに偉大な歓喜 の歌がありました。

天使 たちも神 の御子の誕生 を祝 う壮大 な

合唱に加わ り，今 や世 の救いが始 まりまし

た。救 いはすべての人類 にもたらされ，死

は征服 されました。やがてこの幼 な子が成

人 して復 活が もたらされ，人類は再 び生 き
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灘灘 羅蟹灘 雛i漂

鑛購，難灘難
ることができるのです。

ク リスマスの贈 り物ですかP当 時はあ り

ませんでした。博士 たちが捧げ物 を携 えて

やって来たのは後になってか らです。

しかし今や神 は，神の独 り子という贈 り

物を世 に賜わったのです。.そしてこの御子

は地上 に生 まれて きたことで，ご自身をと

こしえの大 いなる贈 り物 として捧 げられた

のです。

主は私たちに救 いの計画を与え，私 たち

が墓 からよみがえって永遠に幸福 な生活が

送 れるように，主みずからの命 を捧 げてく

ださいました。 これ以上のものをだれが与

えられ るでしょうか。

なんとすばらしい贈 り物で しょうか。 こ

の贈 り物 が私たちにとってどんなに大切 か，

考 えてみてください。

こうした贈 り物 に対 して，私 たちが自分

で身につけることのできるものがあります。

それは，マ リヤの示 した忍耐，献身，忠実

さです。 またその御子 からは，世 にあって

世の ものとならずに真 に福音 の原則に従 う

ことを学ぶことができます。

マリヤもまた，神の御子を幼い頃から成

人するまで養育 し， しつけるという贈 り物

をして くれ ました。養育 に費やした時間 と

月 日，献身 に重 ねた歳月 はいかばか りで

しよう。

この最初のク リスマスとメシヤなるイエ

スの誕生 により，イエスを偉大 ならしめた

特質 を私 たちの生活にもあてはめることが

で きます。

親切 と思慮深 さを身 につけ，他人に対 し
あわ

て正直で公正になることがで きます。憐れ

みを大切 なものとして性格 の一部 に取 り入

れ ることもできます。 さらに清さがありま

す。御子は教 えられました。「心の清い人た

ちは， さいわいである，彼 らは神 を見 るで

あろう。」(マ タイ5：8)私 た ちは皆，す

べての行ないを清 く汚れないものにするこ

とができます。純粋な霊的清 さこそは，ほ
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■■■■■■■■■■■■■■■【クリスマスの贈り物 】■■■■■■■■■■■■■■1

かのいかなるものにもたとえるごとができ

ません。

イエスによって，私 たちは最 も深 い交 わ

りを永遠 に持 つことができます。永遠の家

族関係です。両親と結び固め られた私たち

は，愛する永遠の家族の一部 となるのです。

実 に貴い贈 り物だと思いませんか。 これ も

最初 のク リスマスに由来 しています。

聖 なる婚姻関係 のもとで子供たちに恵ま

れた場合，1彼らもずっと私たちと一緒なの

です。 これ以上何 を望 めましょう。 これ も，

最初 のクリスマスの夜にお生 まれになった

マ リヤの息子から受 ける祝福 の一部 です。

このすばらしい出来事 に天使 たちが歓喜 の

歌 を歌 ったとして何の不思議 があ りましょ

う。

人生で価値 あることは，すべてイエスを

通 して私 たちのものにな ります。 しかし彼

が私 たちに望 むのは，永続する贈 り物を選

ぶようにということです。主は言われました。

「あなたがたは自分のために
，虫が食い，

さびがつき， また，盗人らが押 し入 って盗

み出すような地上に，宝 をたくわえてはな

らない。

むしろ自分 のため，虫も食わず， さび も

つかず， また，盗人 らが押 し入 って盗み出

すこともない天に，宝をたくわえなさい。

あなたの宝のある所 には，・心 もあるから

である。」(マ タイ6：19-21)

この ことを心に留めて，主 はさらに言 わ

れ ました。

「空の鳥を見るが よい
。まくことも，刈

ることもせず，倉 に取 りいれ ることもしな

い。 それだのに， あなたがたの天の父は彼

らを養っていて下さる。 あなたがたは彼 ら

よりも， はるかにすぐれた者 ではないか。

あなたがたのうち，だれが思 いわずらっ

たからとて， 自分 の寿命 をわずかでも延 ば

すことができようか。

また， なぜ，着物の ことで思いわずらう

のか。野 の花 がどうして育っているか，考
つむ

えて見るがよい。働 きもせず，紡ぎもしない。

しかし，あなたがたに言 うが，栄華iをき

わめた時のソロモ ンでさえ， この花 の一 つ

ほどにも着飾 ってはいなかった。

きょうは生 えていて， あすは炉 に投げ入

れ られ る野 の草 で さえ，神 はこの ように

装 って下 さるのな ら，あなたがたに，それ

以上 よくしてくださらないはずがあろうか。

ああ，信仰の薄い者たちよ。

だか ら，何 を食べ ようか，何を飲 もうか，

あるいは何 を着ようか と言って思いわずら

うな。

これらの ものはみな，異邦人が切 に求 め

ているものである。あなたがたの天の父 は，

これ らのものが， ことごとくあなたがたに

必要であることをご存 じである。

まず神の国 と神 の義 とを求 めなさい。 そ

うすれば，これ らのものは，すべて添えて

与えられ るであろう。」(マタイ6：26-33)

これ らは本当のクリスマスの贈 り物です。

あの最初の聖夜からくる祝福です。天使 ガ

ブ リエルがマ リヤに告 げた言葉の意味を心

から思い起 こせば，それらは私たちのもの

とな ります。.マリヤの，そして神の子であ

り，創造主，駿 い主，全人類 の救 い主であ

る方の使命の一端をにな うことで，私 たち

のものとなるのです。
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「敵 を愛 せよ」の教え

レナ ・N・エ バ ー ス

r敵 諜星蘭錨 轟 縛 唇
さんを憎む人 に親切 にしてください。そし

てその結果 を見てみましょう。」

このチャレンジを受 けたとき，私 の証は

まだ固まってお らず， この聖書の教えが実

行 できるものかどうか，疑っていました。

自分の実生活 にはあてはまりそうにない感

じでした。でもまあやってみよう，敵 がも

しいればの話 だけ ど， と思いました。

しばらく考 えてみて， 自分 には敵 という

ほどの人はいないから，話はもうそれでお

しまいという気 にな りました。 ところがそ

のとき，、言・っとある出来事 を思い出したの

です。私たちが4軒 並 んだ社宅の一番端 に

引っ越 してきた ときのことです。戸外 の水

道 の蛇口が壊れていました。私は隣の奥 さ

んに，芝生 に水をやりたいのでお宅の水道

にホー スをつなげさせていただけませんか

とお願いしました。(水 は無料でした〉する

と彼女 は 「いいえ，だめです。 もし自分 の

家のが壊 れているな ら直せばいいで しょう。

二度 と言ってこないでください」 というお

返事で した。

何 ということ， これからは決 レて相手 に

しないわと思 いました。 それからしばらく

して，彼女 はアパー トの反対の端 に移 りま

した。彼女がお隣でなくなってよかったと

思いました。

そこで， あなたの敵 を愛 しなさいという

チャレンジです。敵 という形容 にあてはま

りそうな一番身近 な人は彼女 でした。 その

ほかは皆友人ばか りで した。「頑張 ってみよ

う!」 そう思 いました。
せんたく

私 は毎 日自分の洗濯物 を，その女性のア

パー トに近 い所の建物の端 に張ってある物

干 し綱 にかけていました。彼女 はいつもひ

とりでポーチに座 っていました。 いつもな

ら私 は彼女 を無視するのですが， そのとき

は，敵 を愛 せよという戒めを試 してみよう

と心 に決めていました。

翌朝私が洗濯物 を干 しに出ると，彼女は

いつものようにポー一チに座 って，コー ヒー

を飲 みなが らタバ コを吸っていました。私

は彼女 にほほえみかけ，明るい調子で 「こ

んにちは!」 と言いました。彼女は私 をに

奉脇 樹嫌 脇 潔嫌 坐ラ爵靭 謬嫌 層彰樹妨雨妨爵鞠 鐸殊 鞠 爵
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らみ，ぷいと横を向 きました。

「今度 はこたえませんよ。」私 は心 に思 い

ました。「実験中なのですからね。」服を干

し終 えた とき，彼 女 は家 の 中に入って し

まっていました。

それから毎 日，彼女の前 を通 るたびに楽

しげに 「こんにちは」 と呼 びかけ続 けまし

たが，彼女 からは一度 も笑顔や返事 は返 っ

てきませんで した。ところが2週 間ほど過

ぎたある朝 のことです。驚 いたことに，洗

濯物 を干 している私 の所へ彼女 がやって来

て，お天気 についてひと言ふた言や りとり

があったのです。

その後は私が外へ服 を干 しに出るたびに

彼女が来て，言葉 を交わ しました。でも個

人的な話 は全然 しませんで した。夫が働 い

ている会社の話やお天気の話 やスーパーの

安売 りの話などで， どう考えてみても，私

たちが友達 だという気持 ちはまるでしませ

んで した。彼女はいっ も冷たくとりすまし

ていました。

そんなある日，夫 と私 に別 の土地への転

勤が知 らされました。翌朝洗った物 を干 し

に出ると，あの女性がいつものように話 を

しに，物干 しの綱の所へやって来 ました。

私 は引っ越す ことになったと知 らせました。

それ について少 し話 をしてか ら，私 は自分

のアパー トに戻 りました。

帰 って きて1時 間ほど経 ったときです。

あの方が玄関に姿を見せました。彼女 を見

て私 はとても驚きました。 どちらもそれ ま

で相手のアパー トを訪ねた ことがなかった

からです。彼女はいつ もとは違 った緊張し

た表情をしていました。中 に招 き入れ，座 っ

ていただいて，少 し話でもしようとしまし

たが，話す ことが何 も思いあたらないので

す。

すると，彼女が 目に涙をあふれ させて，

胸が張 り裂 けるような様子ですすり泣 き始

めました。私に引 っ越 されるのがっ らい と

おっ しゃるのです。「あなたは世界中でたっ

たひとりの友達 です」 と彼女は言いました。

私 が!ど うして私 が。彼女の名前さえ知

らないというのに。

その友に対 して，言 うべき言葉 は思 いあ

たりませんでした。ただわかっていたのは，

私たちはもう敵ではないということだけで

した。

「ああ，父なる神様，あなたのみ言葉 を
ゆる

疑 った私をどうぞお赦 しください。私 は彼

女のために本当に何 もしませんでした。た

だ， こんにちはと言 って，少 し話 をしただ

けでした。それなのに，何 と大 きな証をい

ただいたことか。」

福音の原則 は， どんなに小 さな方法でも，

守ることによって必ず真理を理解 させてく

れるものなのです。私 はそのことを，その

ときばか りでなく， それからも幾度 も， 自

分 で経験 してきました。

*レ ナ ・N・ エバース ：2児 の母。現在 は

ネバダ ・ラスベガス伝道部の専任宣教師と

して働いている

ラ謬嫌 寒嫌 鞠 ド脇 樹窮舜苺嫌 覇 爵患条鞠 謬会黍尋殊 脇 謬郷
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一
ジョセ フ ・

スミスの

箋繍 イーン●c●ジエシ

霊 性一
生
きている予言者 を認めることは，昔
1か らある人々に と

って むず か しい

ことで した。イエスを見た古代 のユダヤ人

は，「この男は罪人だ，欲 ふかな大酒飲 み

だ」と言い張 りました。また，「神 はモーセ

に語 られたのだ。 この ような男 の素性 は

知 ったものではない」 と言 いました。1

ジ ョセフ ・スミスの時代 の人々にとって

も，この試しは同じでした。ひとつの問題

は，予言者 とはどのようであるかとい う先

入観が，現実 に歩き，話 し，生活する人間

になかなか合致 しなかったことです。

ある人々の期待 に反 した と思 われ るの

は， ジョセフ ・ス ミスの気 やす さで した。

教会員 でさえ，初 めて会 った人たちは愛想

よ1く快活 な彼に意外な印象 を受 けま した。

オハイオ州 カー トラ ン ドに到着 して まっ

先に，ジョセフを訪れたある末 日聖徒がこ

う書いています。「ジョセフ・ス ミスは予言

者にしては変わっていると思 った。神の予

言者 として私が予想 していた通 りで はな

かった。しかし，それは私 にとって まった

くつまずきにはならない。彼は親切 で，快

活で，陽気で，愛想のよい人だった。好 き

にな らずにはいられない人 だ。」2ま た，あ

る改宗者はイギ リスの友人 に， ジョセフ・

ス ミスは 「聖人 らしくいかめしい人では決

してなく， まったく正反対 です。率直で正

直で明るい人柄 のため，どうかと思 う人も

いるにはいますが，私 はそんな彼 を一層好

ましく思います」3と 書 き送 っています。

時 にジョセフの快活 さは，人なつこい笑

顔や心 を込 めた握手を越えて，愉快な力だ

め しに まで及 び ました。少年時代 にノー

ヴー に住 んでいたあ る人が 回想 して語 っ

ています。「予言者は子供好 きで，マンショ

ンハウスから出て きて少年 たち とよく野

球 をした。ジョセフはいつもルールを守っ

た。打 つ順番がまわってくるまで外野 をし

て，番.が来 ると実 にがっしりした人 なの

で，ノックした球 は遠 くまで飛び，それを

受 けた者 は予言者が ごちそ うして くれる

18
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ぞと，みんなで叫んだものだ。それを聞い

て予言者 は笑った。ジョセフはいつ も人が

良く，楽 しさ一杯だった。彼がマンション

ハウスの事務所 で じゅうたんの上 に座 り

込み，ノーヴーの警察官 と棒の引き合 いを

するのを見たこともある。」4

し か しあ る人 たち にとっては， ジョセ

フ ・スミスの朗 らか さが信仰の障害 とな り

ました。 ジョージ・A・ス ミスは，「予言者

ジョセフが翻訳室から出てきて，自分 の子

供たちと遊びに出かけたのを 目に.した』5

た め，教会を去 った家族がいたと記録 して

います。以前 はモルモンで，オハイオの新

聞に書簡 を載 せ，教会 に対 する反感 をあ

おったエズラ・ブースは，「しゃれや冗談 の

絶えない性癖」6を理由 に， ジョセフ・ス ミ

スの予言者 としての人格 を攻撃 しま した。

また，ジョセフの晩年 にイリノイ州知事 で

あった，モルモン教徒ではない トーマス・

フォー ドは， 自叙伝 にこう記 して います。

「予言者が暗 く陰気で，長 いあごひげをつ
ふうぽう

け，いかめしく厳かな風貌 に無 口で気品あ

る様相だ と推察 してはな らない。反対 に，

彼は軽薄で，まるで子供 のようにはしゃぐ

男だ。」7

ジ ョセフ・ス ミスは， あるときノーヴー

の聖徒 たちに話をした中で， 自分の 「陽気
rで朗 らか

」8な気性 を認め， 自伝 に 「私は軽

率な行動 を犯 し，ある時は陽気 な連 中と交

わりなどし」と書き，それは 「私の性来陽
はなはだ

気な気質 をよく知 っている者 には，甚 しく

不、思議 には思 われ ないであ ろう」9と 言っ

ています。

自分 の持 つ予言者 のイ メージにそぐわ

ないからとジ ョセフ ・ス ミスを拒む人がい

た一方で，彼のしたことに神のみ手 を見る

ことがで きずに離 れる人々が ありました。、

20

ジ ョセフ ・ス ミスは1842年 に ノーヴーに到

着 したばか りの移民団に対 して，離反の心

は 「勧告 を無視 した」結果生 じると述べま

した。その移民団 と一緒 に着いた大勢の者

が受け入 れ態勢に満足で きず，「すべてが

すべて完壁 な状態 に処理 されていない」こ

とに不平を言 っていると言うのです。ジョ

セフは，自分 の行動 については，自分 もた

だの人間なので，完壁を期待 してはならな

いと語 りました。10彼 はこの ことについて

さ らにこう言 っています。「私 は間違 いを
しか

するが，人に告発 されて然 るべき間違 いは

しない。私の犯す間違いは人と同 じで，人

間的な弱 さから来 るものだ。生身の人間で

欠点のない者 はいない。」11

ジ ョセフの宗教心の根底には，家族の伝

統 が深 く影響 してい ました。精神 の形成

に，家庭 が大きく寄与 していたのです。予

言者は家庭の伝統 をひ と言で， 自分 は 「キ

リス ト教 の信仰 を骨身惜 しまず私 に教 え

てくれた良い両親 の下 に生 まれた」12と 書

いています。彼 は終生，「胸 に刻 みつけられ

た」「やさ しい両親の言葉」13を忘れ きせん

で した。

ジョゼフ ・スミスの一生 を通 り一遍 に見

れば宗教的経験 が当然な ように見 えるか

もしれませんが乳彼 自身の書 いたものを読

むと，彼は前 もって多大な犠牲を払 って い

たことがわか ります。ジョセフはそれまで

耐 えて きた数々の試練 の厳 しさを振 り返
さい ぎ ふん ど

り，こう語 っています。「人の猜疑 と葱怒 と

が一生 を通 ずるわが 日常の さだめなるが
ゆえ ごと

故 に…… いつもの如 くわが泳 ぐべ き水 は

深 し。」141843年 に はこう述 べています。「も

し神 より召 されて この業 を行 なってい る

のでなければ，私 はやめて しまうだろう。

しか しやめることはできない。 なぜな ら，
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この業が真実 である、ことは疑 問の余 地が

ないからである。」15

この確信を得 るまでの代価 は，「時間 と，

経験 と，慎重で深い厳粛 な思考」16から見 て

大きなもので した。ジョセフの母親は，子

供時代 の彼が 「宗教的ないろいろなことに

ついて，いつも同 じ年頃 の普通の子供たち

よりずっと深 く考 えている ようだった」

「思索やわ き目もふらぬ勉 強 に時間 の多

くをさいていた」17と のちに語 ってい ます。

彼の父親 は，祝福 師 の祝福 を与 えた中

で，「あなたは神 の道 を求め，若 いときから

神の律法 につける様々な事柄 を学 んでき

た」18と 述べました。

ジ ョセフは見神 を語 った初期 に，探求 や

神聖な感動，人々に対 する不安，聖句や教

師たちへの関心，長年 に及ぶ思索，両親の

教え，罪を悲 しむ気持 ち，あるいは自然界

の働 きを深 く考察 したこと，「相談で きる

人はほかにだれ もいなかった」ため神の慈

悲を熱心 に求めたことなど，あの出来事 に
しん く

先立つ辛苦 を詳 しく語 りました。彼 はその

経験を自分 の手で書 きとめています。

「心が非常 に痛んだ。 というのは，官分

の罪を悟 り，また聖典 を調べることに串す

て，人類が主のもとに来ておらずダ、真の生

ける信仰 を捨てて，新約聖書 に記 された通'

りのイエス ・キ リス トの福音 にのっとうた

組織，教派がひとつもないことを知 ったか

らである。それか ら，自分の罪と世 の人々

の罪が悲し、く思われた。聖典 から，神 はき

のうもきょうも永遠 に同じくいまし，神 な
かたよ

るが故に人 々を偏 り見 るごとはない とわ

かったからである。というのも，私 は地球

を照 らす輝 ける発光体，すなわ ち太 陽 と，

また堂々天空をかけり行 く月と，またそれ

ぞれの軌道に輝 く星々 と，そしてまた私が

22
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こう、して立 ち，野の獣 と空 の鳥 と海 の魚，

また人間が威風堂々力強 く美 しく歩み，万

物 を治 めるその力 と英知 の創造主 に も似
はなは

て甚だ優 れてす ば らしいこの地球 を見た。』

そしてそれ らについて思 うとき，私 の心は

叫んだ。神無 しとつぶや く者は愚者な りと

賢人よくぞ言 いた りと。私の心 はまた叫

ぶ。すべての事柄，上 に述べたすべての事

柄 が全智全能 の力 を有す る方 の存在 を証

し，示 して、いる。この方は律法 を作 鷹 万
す

.物 を その枠 内に定め据 え，永遠 を満 た し，

過去現在未来 にわたって永遠 か ら永遠 に

まします。 また これ らすべ ての ことを考

え，このお方が霊 とまこととをもって礼拝

する ように神 を拝 むことを人 ぼ求 めてお

られる事実 を考 えたとき，私 は主 に慈悲 を

願い求めた。行って恵みが得 られるお方 は

ほか にだ れ ひ と りいな かった か らで あ

る。」m

ジ ョセフ・スミスはノ」・さいときから，「神

は人 を創造 された とき，人に学び取 ること

のできる頭脳 と，天 より与えられる光 にど

れほど心 を留 め，かつ勤勉 であるか に応 じ

て高 められ る能力 とを人に与 えられた」20・

ことを知 っていました。

彼が 自分で心がけていたこの 「心 を留め

かつ勤勉で φる」ことは，一生の間 に残 し

た宗教に関する多くの書き物によって，幾

分かを知 ることができます。日記 の端 々を

読めば，彼 が常に探究の心を持ち続けてい

たことがわか ります。

「雨の中を駆けて
，非常に疲れて帰宅 し

めい そう

た。一 日の残 りを読書 と瞑想 に 費 や し

た。」21

「午後
，熱で具合 いの悪 い父 を見舞 う。

その後は読書 と瞑想 に過ごした。」22

「在宅。 きょうは自分の召しのため，知
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識をたくわえることに専念。一 日が実 に楽

しく過ぎた。自分の霊に主の祝福のあるこ

とを，また家族 に慈悲があって私たちの命

が守られていることを感謝する。ああ，私

と家族 をキ リス トにあって引 き続 きみ守

りたまわんことを。」23

「勉 強 を続 けた
。ああ神 よ，私 に学 問

を，とりわけ語学 を授 けたまえ。命 ある間

にみ名 を大 いな らしめるだけの能力 を与

えたまえ。」24

ジ ョセフは，1832年 に，オハイオ州 カー

トラ ン ドのホイ ットニーの店 に置 く品物

をニューエル ・K・ ホイッ トニーと共に買

いに出かけたニューヨーク市から，こうし

た思いを妻 に書 き送 っています。彼 は町の

「最 もきらびやかな場所」をしばらく歩い

た後でこう書いています。

「建物 は実 に立派ですば らしく
，見た人

はだれでもびっくりする。私 は心 にこうつ

ぶやいた。全地の大 いなる神，驚嘆すべき

みごとなあらゆるものの造物主 は，人の希

求 するこれ らのすぐれ たす べての発 明 に

不興 を覚 えられるだろうか。答 えは否であ
そうめい

る。これ らの業 は人を快適 に，聡明 に，幸

福にするもくろみであるから，神 の不快 を

呼ぶはずがない。したがって，神 の不興 を

買 うのはその物 ではない。人に対 して主の

怒 りが燃 えるのは，ただ人が栄光 を主に帰

さないときだけである。」

そして彼 はこう書 いています。

「私は瞑想 し
，心を静めるため，部屋 に

帰った。すると何 と，家 庭 のこ とやエマ

(妻)， ジュリア(娘)に 対 する思 いがあ言、

れるよう'に胸 に突き上 げて きて，しば し彼

らと共 にい られた らと思った。私 の心 は

今，親 として，夫 としてのやさ しさやその

ほかの思いに満ちている。だがこの大都会
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に思 いを移せば，胸中は彼 らへの同情に満

ち，私 は高 く声 を上 げ，事 を神 にゆだね よ

うと決心する。」

そして，最後 にこう言っています。

「私 は町 を歩いて人の道楽 を見 る よ り

も，読書や祈 り，聖霊 との交わ り，君 に手

紙 を書 くことの方 が好 きだ。」25

ジ ョセフ はホイッ トニー兄弟 との この

旅行中に，死の瀬戸際 までいく重い食中毒

にかか りました。妻 にこうしたためていま

す。

「主は私 を支 えていて くださる
。喜んで

い よう と努 めるが，状 態 は非常 に良 くな

い。町のすぐ裏手に森があり，ほとんど毎

日のようにそこに行っては，人の目を避 け

て瞑想と祈 りをし，自分 の心のうちをすべ

て打ち明けた。……神は，神 を信 じ，神 の

み手 にへ りくだ る人 にはだれで も慰め主

を送って くださるのでうれしく思 う。」26

ジ ョセフ ・スミスの敬康iな探求 は， 自分

の ため だけに向けられ てはいませんで し

た。彼 はまわりの悩 む人々のために，しば

しば天のカ を請い求めました。彼 は兄ハイ

ラムにあてた初 めの頃の手紙 にこう書 い

ています。
かん ゆ

「けさ(あ る姉妹 に灌油 を施 すために)

暗 いうちから呼 び出 され て出かけて行 っ

た。そしてそこでサタンとの大変な闘いが

あった。しか し神 の力に守 られてサタンは

追われ，その女性 は正常 な状態 を取 り戻 し

た。主 はこの地 で奇跡 を行 なわれる。」27

ジ ョセフは1835年10月 に，義理 の姉妹で

あるメア リー ・ベイ リー ・ス ミスの枕元 に

呼ばれ ました。彼女は「非常 に危険な状態」

で出産の床 についていたのです。ジ ョセフ

は弟 の ドン ・カルロスに医者 を呼 びに行か

せてから，「野原へ出て行 き，主の前にぬか
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・・ずき，，彼女のために力ある祈りにより主を
・黛，1，零糞た。』』草る4「 車ρみ声が私に聞こえ，
1『嫌 陣 べ駕 拐 咳

、、(医師)は 来r綜 適切喚 髄 外 く麹 鱒 歳知騨

持ち』しかしてわが1測 ためは生る蝸 子を
`生み
11傘鳶教われ笥』と言わ燕た己」医師揮

到着しζ 短騨 碑 晦 野 供睦 まれ

ました占「こrう)気神が私嚇 されたこと

、が細部 にわたって成就された。」28

ジ ョセフ ・スミスめ一生は，彼自身が書

き残 したものに限 らず，彼を知 る人々 の手

.に よっても語 られています。チャールズ・
'
デイナは，ノーヴーで妻が重病 を患い，死 』

を覚悟 したときの ことを記録 しました。彼 、

は絶望 の中で 「勇気 をふるい，，ジョセフ兄

・弟の所 へ行 った。」

デイナ兄弟 は予言者が多忙で，失 くな っ

た重要 書類 の こ とで頭 が一杯 な こ とを

知 っていました。ジョセフがほかの数人 と

共 に紛失物を捜 しに家 を出たとき，彼 は機

1会 をとらえ，「彼が門から出 ようとしてい

るときに」「ジョセフ兄弟，お いで いただ
いや

き，妻に癒 しの儀式を施 して くださいませ

んか」と言 いました。「で きません」という

あわただしい返事 でした。しか しデイナ兄

弟は目に涙 をためて，「ジョセフ兄弟，妻 は・

死にそうなので す。死 なせた くな いの で

す」 と訴えました。

彼はこう記 しています。

「ジ ョセフ兄弟は振 り返って
，私の顔 を

見，『す ぐに行 きま しょう』 と答 えられた。
おと

私の心 は喜 びに躍 った。急 いで家 に帰っ

た。私が家 に帰 り着 くとすぐジョセフ兄弟

が来られた。私に 『いつ頃か ら悪かったの

ですか』と聞かれた。それから数分間，部

屋を行 きつ戻 りつされた。快復 の見込みが

ないと思ってお られ るのか と心配 にな り

26

始 めたが，ようやく暖炉の所 に行 って両手

を暖め，外套 を脱 ぎ捨 て，ベ ッドに行 って
かん ゆ

手 を妻の上 に置かれた。その濯油の儀式の

最 中に，彼 は困惑 した様子 に見 え，病魔

が，いや悪霊 が彼を捕 らえた。が，ジ ョセ

フ兄弟 はそれに打 ち勝 ち，妻 に大いなる祝

福 を告 げられた。」29

後 にジョセフの兄 ハイ ラム と結婚 した

メアリー ・フ ィールディングは，1837年 の

夏 に大病を してあやうく死を免れた予言者

のもと、を訪 れました。 当時は予言者 に対す

る敵意が抑 えようのない状態で広 がってい

ました。彼女 に次のよう・に書 いています。

「彼 は自分 をi神 がさせてくださること

以外何 ひとつで きないただのつ まらな い

人間と思 っている。彼 はたいそう幸せそう

だ。病気のときの気持 ちをいくらか話 して

くれた。弱くて 自分で祈ることがで きない

ときに敵が彼に襲いかかったという。悪魔

との闘いが時にはあまりに激 しいため，妻

か友人 を呼んで，良い霊が勝 つよう祈 って

もらわなければならなかった。時折体 の苦

しさをすっか・り忘れ させ るよ うなす ばら ・

しい示現に恵 まれた。前 に述 べた日曜 日の

夜，臨終 も間近なように思われたとき，善

良 なカーター兄弟 を初 め数 人が主の家 に

集 まり，彼のためにほとんど夜通 し，断食

して祈 った。カーター兄弟は示現 で，墓 が

彼(予 言者)を 受 け入れるように開いてい

るのを見たが，土がひとりでに落 ちてきて

墓 を空のまま埋 めるのを見た。この ときか

ら彼 は急速 に快復 し始め，その後3，4日

で戸外 に出ることができた。彼を愛する人

たちはもちろん大喜 びした。彼 は，た とえ

どんなに多くの人が 自分 の死を願 って も，

自分 は職務 にしっか り立ち，神が命 じられ

た仕事を為 しとげると言っている。」30

一
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ジ ョセフ ・ス ミスの一生 の断片 を記録 し

たこれ らの資料が浮き彫 りにするものは，

彼の絶え間ない深い宗教経験 です。ジョセ

フは死 の直前に，「一生 にこれ までなかっ

たほど，神 と近 く交わ り，神 と調和する」31

気持 ちだと語 りました。実 に彼の霊性 こそ

は一生 を貫いた一番の特性 であったので

す。「人間のおろかさ」を持 ち，過 ちのない

生活で はなかった ことを彼は みずか ら認

めていますが，その弱点 は震的交 わりの繊

細な回路をさえぎりはしませんで した。

*デ ィー ン ・C・ ジェシー ：ブ リガム ・ヤ

ング大学， ジ ョセフ ・フィールディング ・

ス ミ，ス教会歴史研究所の歴史研究員

マ タ イ11：191ヨ ハ ネ9;24，29

ジ ョナ サ ン ・ク ロ ス ビー"ABiographical

SketchoftheLifeofJonathanCrosby

WrittenbyHimself"(自 筆 ジ ョナ サ ン ・ク ロ

ス ビ ー略 伝)教 会 記 録 保 管 庫 ソル トレ ー ク ・

ン ア イ ー

3.ジ ョン ・二 一 ダ ム よ り トー マ ス ・ウ ォー ド ヘ

1843年7月7日 付'

4.ア ル ー ト ・ヘ イル 』6FirstBookorJoumalof

theLifeandTravelsofAroetL.Hale"(ア

ル ー ト ・L・ ヘ イ ル の生 涯 と旅 ， 第1編)教 会

記 録 保 管 庫

5.ジ ョー ジ ・A・ ス ミス 』5H三storyofGeorgeA.

Smith"(ジ ョー ジ ・A・ ス ミ スの 経 歴 〉

6.エ ズ ラ ・ブ ー ス"LetterNo.Vll"(書 簡 第7)オ

ハ イ オ ・ス タ ー紙1831年11月24日

7。 卜一 マ ス ・フ ォ ー ド 鱒AHistoryofIllinois"

(イ リノ イ州 史)ミ ロ ・M・ ク エ イ フ編 シ カ ゴ

8.ウ イ ル フ ォー ド ・ウ ッ ドラ フ の 日記 に よ る ジ ョ

セ フ ・ス ミス の言 葉1843年5月27日 「教 会

歴 史 」5：411

9.ジ ョセ フ ・ス ミ ス伝A-1巻 ，p.133教 会 記 録

保 管 庫 「教 会 歴 史 」1：9-10に も収 録

10， 「教 会 歴 史 」51181原 文 は発 見 さ れ て い な い 。

11.エ ラ イ ザ ・R・ ス ノー の 記 録 に よ る ジ ョセ フ ・

ス ミ ス の説 教"ARecordoftheOrganization

andProceedingsoftheFemaleRelief

SocietyofNauvoo"(ノ ー ヴ ー の 婦 人 の た め の

扶 助 協 会 の組 織 と決 議 録 の報 告)1842年8月31

日 教 会 記 録 保 管 庫 ジ ョセ フ ・ス ミス 「教 会

聖徒 の道/1984年12月 号

13.

14.

15。

歴 史 」5』 ：140に も収 録

12。 ジ ョセ フ ・ス ミス 隔AHistoryoftheLifeof

JosephSmith，Jr."(ジ ョセ フ ・ス ミス 〔二 代

目〕 伝)教 会 記 録 保 管 庫

「教 余 歴 史 」5：126
，

教 義 ξ聖 約127：2

ジ ョ
、セ フ ・ス ミネ の 日記.1843年4月6日 教

会 記 録 保 管 庫 「教 会 歴 史 」5：336に も収録

16.ジ ョセ フ ・ス ミス そ の他 よ りイ リノ イ州 ク イ ン

シ ー の 教 会 へ1839年3月25日 教 会 記録 保 管

庫.「 教 会 歴 史 」・3：.295に も収 録

17.ル ニ シー ・ス ミス ジ ョセ フ ・ス ミス 略伝 下

書 き ，pp.40， 履3教 会 記 録保 管 庫

18.ジ 当セ フ ・ス ミス(初 代)祝 福 師 の祝 福 第1

巻 ，P.3

19.ジ ョセ フ ・ス ミス"AHistoryoftheLifeof

JosephSmith，Jr."(ジ ョセ フ ・ス ミス 〔二 代

目〕f云)pp.1-3

20.66TheEldersoftheChurchinKirtlandto

theirBrethrenAbroad"(カ ー トラ ン ドの教 会

の 長 老 か ら海 外 の 兄 弟 た ち へ)イ ブ ニ ン グ ・ア

ン ド ・モ ー ニ ン グ ・ス タ ーII(オ ハ イ オ州 カ ー

トラ ン ド1834年2月)

21。 ジ ョセ フ ・ス ミス の 日記1835年10月5日 教

会 記 録 保 管 庫 「教 会 歴 史 」2：287に も収 録

22.ジ ョセ フ ・ス ミス の 日記1835年10月6日 教

会 記 録 保 管 庫 「教 会 歴 史 」2：288に も収 録

23.ジ ョセ フ ・ス ミス の 日記1835年12月21日 教

会 記 録 保 管 庫 「教 会 歴 史 」2：344に も収 録

24.ジ ョセ フ ・ス ミス の 日記1835年12月22日 教

会 記 録 保 管 庫 「教 会 歴 史 」、2：344に も収 録

25.ジ ョセ フ よ りエ マ ・ス ミス ヘ1832年10月13日

復 元 末 日聖 徒 イ エ ス ・キ リス ト教 会 記録 保 管 庫

図書 館 ミズ ー リ州 イ ン デ ペ ン デ ン ス

26.ジ ョセ フ ・ス ミ ス よ り エ マ ・ス ミス ヘ1832年

6月6日 教 会 記 録 保 管 庫

27.ジ ョ セ フ ・ス ミス よ りハ イ ラ ム ・ス ミ スヘ1831

年3月3日 教 会 記 録 保 管 庫

28.ジ ョセ フ ・ス ミスの 日記1835年10月27日 教

会 記 録 保 管 庫 「教 会 歴 史 」2：292-93に も収 録

29、 チ ャ ー ル ズ ・R・ デ イ ナ"AnAbridgedAccount

oftheLifelTravelsEtc.ofElderCharlesR.

DanaWrittenbyHimself"(小 伝 ， み ず か ら

記 し た チ ャー ル ズ ・R・ デ イ ナ長 老 の旅 行 記他)

教 会 記 録 保 管 庫

30.メ ア リー ・フ ィ ー ル デ ィ ン グ よ り マ ー シ ー ・ト

ン プ ソ ンヘ1837年7月 教 会 記 録 保 管 庫

31.ジ ョセ フ ・ス，ミス の 説 教 の ウ ィ リア ム ・ク レイ

ト ン報 告1844年4月6日 教 会 記 録 保 管 庫

「教 会 歴 史 」6：288に も収 録
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iジ ョセフの1

赤レンガの占
ポー ル ・トー マ ス ・ス ミス

』"{__∞ ∞∞∞""__酬 ㎝"㎝__∞"_∞ ∞""__"{____""__。 ∞∞∞譲

、"ヨ セフ ・ス ミスが36歳 の誕生 日を迎

ン えようとしていた前 日，、84、年、2月

22日 の ことです。 ミズーリ州セ ントルイス

で購入 した幌馬車13台 分の雑貨 品が， イ リ

ノイ州ノーヴーに到着 しました。新 しい雑

貨店 の開店を前に，たなに品物 を並べる準

備を していた予言者は，大喜びでその品物

を受 け取 りました。

ジョセフのその2階 建ての店は，外側が

赤 レンガ造 りで，聖徒 たちの間でたちまち

赤 レンガの店として知 られるようになりま

した。

店の中は，職人技術の典型と言えるほど

のすばらしいできばえでした。仕事仲間の

エ ドワー ド・ハンターにあ てた手紙 の中で，

ジョセフは店内の様子を次のように述べて

います。・

「建物の下(1階)の 高 さ3メ ー トルの

主要部 は，開き戸の部分 を残 して， もっぱ

らたなや引き出しにあてられている。その

ドアの左側 には地下貯蔵室 と控 え室に続 く

階段 があり，右側 には会計室(店 貝が会計

記録 をつけたり，小規模な金融代理店 を経

営 した り， ノーヴー館への寄金 やノーヴー

神殿建設 資金 を受 け取 るの に使 って いた

所)が ある。控 え室に続 く階段 の一番上の

スペースは，1階 と同じ大きさの広い居間

に続いている。そして壁 にはカウンターが

ずらっと並 んでお り， その上 には保存品が

山積みされている。(ジ ョセフはよく，この

部屋 を自分 の総事務室と呼んでいた)

階段 の前の ドアを開けると，個人の事務

室があ り，そこには神聖 な書類が保管され

ている。(ジ ョセ フは ここで啓示 を受 けた

り， タイムズ ・アンド・シーズンズの編集

にあたったり， アブラハムの書の出版 の準

備 や讃美歌集，教義 と聖約， モルモン経の

改定版の印刷 の準備 をした)南 に面 した窓

か らは，川が見 おろせる。 シーズンになる

とボー トがいくつも浮かぶ川の向こう岸 は，
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隣近所 や町の騒音 からはかけ離れた非常 に

すばらしい所である。概 して，主が心から

祝福 してくださるような場所である。」(45

隻以 上 もの蒸気船が，移民して来 た改宗者

をニューオリンズからノーヴーの波止場 ま

で運んだ。蒸気船の中には，メイ ド・オブ・

アイオア， ジョン ・シモンズ，ア リエルな

どもあった)

1842年1月5日 ，両開 きの ドアが大きく

開けられ開店 したこの店 は，人々の評判が

よく， ジョセフは大変気 をよくしました。

彼はこう書いています。「店はあふれんばか

りの人でごったがえしている。砂糖や糖 み

つ， レーズンなどを切 らして，いつものク

リスマスや新年のごちそうな しで済 まさな

ければならない人々に喜 んで もらうために，

私は一 日中カウンターの後ろに立ち， どこ

の店員 とも同 じように絶 えず商品を売 って

いる。我々の とりそろえた品物 は，人々が

穫 饗覇

必要 に合 わせて購入できるように考 えた，

非常に良い物ばか りである。多くの貧 しい

兄弟姉妹 がいろいろな品物 が身近 に手に入

ることで喜 んでくれると思うと，できる限

りのことを してよかったと思 う。」(「教会歴

史」4：491-92)

ジ ョセフの店では食料品も雑貨 も，今 の

物価 に比べてみれば大変安 い値段で売 られ

ていました。安 いことは聖徒 たちにとって

祝福 でしたが，それで もなおわずかなお金

にもこと欠いて，必需品を買 うことのでき

ない人々が大勢いました。何百人という人

がすべての財産を投げうって， ミズー リ州

での迫害か ら逃れて来ていました。また新

しく改宗 した人々 も皆貧 しい状態 にありま

した。そのような中で，彼 らは店 の資金 を

自分たちのためにまわ してくれる予言者 の

やさしさ，寛大 さに触れることができまし

た。次のような話 があ ります。コネチカッ
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曹
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近いウォーター
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卜州 ウィル トン生 まれ の黒 人改宗 者 ジー

ン ・エ リザベス ・マニングは，1843年 の 晩

秋，母親のエライザと4人 の兄弟，義理の

兄と姉，そして自分 のまだ小さな息子 シル

ベスターを連れてノーヴーにやって来 まし

た。彼 らは，1，000キ ロ以上 もの道を歩 いて

やって来たのです。「私たちはやぶの中や家

畜小屋，外で寝 ました。そして霜が雪のよ

うに降りる頃まで旅 を続け，その霜 の上を

歩いてやって来 ました……私 はジョセフ兄

弟の所へ行 きたかったのです。」

ノーヴーに着 いた彼 らに，予言者と妻の

エマは，住む家が見つかるまで と，マンショ

ンハウスを提供 してくれました。

「私がノーヴーに着 いたとき
，持 ってい

たものはふたつだけで した。くつやくつ下

は途中でみなす り切れてしまったのです。

私はきれいな洋服を一杯詰めた トランクを

船便 で送 っていたので，ノーヴーに着いた

らすぐ着れ ると思って いました。 ところが

それ はみな，セ ン トルイ スで盗 まれて し

まって いま した。着 るものが1枚 もなく

なっていたのです。……ある朝，私 は階段

の踊 り場の所 で，服が一着 もないのを見て

泣いていました。そこへ入 って来た予言者

はあたりを見回し……エマ姉妹 に言いまし

た。『店へ行 って彼女 に洋服を持 って来てお

あげなさい。』エマ姉妹 はそのようにしてく

れました。」(「予言者ジ ョセフ・スミス」若

い女性 の日記 より，1905年12月 ，pp.551-

52)

ミズー リ州の暴徒か ら逃 れて きたジェー

ムズ ・ヘンリー ・ロ リンズは，家族 と一緒

にノーヴ」に移住 し，予言者の助 けを求め
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人々は店の資金を自分たちのためにまわしてくれる予

言者のやさしさ，寛大さに触れることができました。

翻

ました。「私 は予言者のあとについて店 まで

行 きました。予言者は，二一エル ・K・ ホ

イッ トニー氏に，私にやれる仕事 がないか

聞いてくれました。 ところが，そこでは手

が余 っていてやることがないという返事で

した。 ジ ョセフ兄弟は私の方 を向いて言 い

ました。『君にやってもらいたいことがある

んだが……』 そう言 って予言者 は私 を店の

裏 に連 れて行 き， ヒッコリーの木の束を見

せました。そして私 に， おのが使 えるかと

聞きました。 『ええ，少 しなら』と私 は笑い

ながらそう答 えました。予言者が言うには，

そこの店貝たちは怠け者で，自分 たちの使

うたき木 さえも切 ろうとしないと言うので

す。私は予言者 に， よく切れるおのがある

か どうか尋ねました。すると予言者はロー

リン ・ウォーカーの方 を向 いて言 いました。

『この木を切って もらうから
，彼 におのを

持 って来てあげなさい。』私 はその日のうち

.に木 を切 り終え，束にしてしまいました。

翌 日，予言者が店 にやって来て，外の貯蔵

室の ドアの鍵をはず しました。 ドアが開 く

と，予言者 は私 に在庫品の整理 がで きるか.

ど うか尋ねました。私 はとにか くやってみ

ましょうと答えました。

私 が貯蔵室の中をきれいに片づけたのを

見て，予言者は喜 んでくれました。

その頃，神殿の建物 の方 も大方 できあが

り，職人たちはその店 で自分 たちの働 きに

対する報酬 を受けていました。

2，3日 の間，店は非常に混雑 しました。

私が会計室の入口に立っていると，私の親

しくしている人々が店に入って来 るのが見

えました。彼 らは報酬 として，・注文の品物

を受け取 る番 を待 ちながら私 の所 へやって

来 て， 自分たちの注文 の品を私 に扱 って も

らえないものかと尋ね ました。ち ょうど店

にいたジョセフ兄弟が私 に言いました。『こ

の人 たちのために，働 いて みてはど うか

ね。』私 は予言者か らそう言いつけてもらえ

るなら喜 んで しましょうと答えました。す

ると予言者 は私 に 『彼 らのために働 きなさ

い』 と言って くれ ました。私はカウンター

の後 ろに行 き，店員として働 きながらその

日もそして次の 日もたくさんの注文品を取

り扱いました。店 は四六時中混雑 し，朝か

ら晩 まで少 な くとも50人 か ら100人 は列 を

作 って待 っているといった状態が続きまし

た。そのあまりの混雑 ぶりに私 たちはすっ

かりまいってしまいました。
しよう

店に入 って来たジョセフは，私 たちの憔
すい

悸 しきった様子を見る と，店 を閉めるよう

指示 し，2，3日 は店 を開けないようにと

言 いました。私たちは疲れが取れるまで，

言われた通 りにしました。そののち再 び店

を 開 け，仕 事 に と りか か りま した。」
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店の万はと言えば，利益はあまり上がっていませんでした。

それは，ジョセフが多 くの人々に貸 し付けをし，困ってい

る入々に自由に品物を分け与えていたからです。

(「ジェームズ ・ヘンリー ・ロリンズの生涯

の点描」教会記録保管庫蔵)

予 言者の自宅 に近 いウォーター通 りとグ

レンジャr通 りの交差点の角，南東に位 置

する予言者の店 は， ノーヴー市民の集 まる

人気の場所 となりました。 また教会 の指導

者や市の指導者たちは， ここで重要 な仕事

の指揮 にあたっていました。 また聖徒たち

は，ここで食料品や衣類，備 品を購入する

だけでなく， タイムズ ・アンド ・シー ズン

ズヘの寄付金 や，神殿， ノーヴーハウスの

建築資金 を払 った り，教会の委託管財人で

あるジョセフ ・ス ミスから市 の土地 を購入

した りしていました。

指導者 たちはよくこの2階 に集 まり，大

管長会 やス.テーキ部 高等評議 員会， ノー

ヴー市議会，ノーヴー市在郷 軍人団会，ノー

ヴーハウス， ノーヴー神殿委員会 を開きま

した。また市民は， ここでコンサー トや講

演会，劇なども楽 しんでいました。

ジョセフは，教師たちに2階 の大部屋 を

開放 し，クラスの指導 にあた らせ ました。

ところが何人か騒がしい生徒 がいて，下 で

教会歴史を書 いている書記たちをよく困 ら

せました。1予言者の、冒、子 のひ とり， ジョセ

フ3ス ミス3世 は， そのときのことを思 い

起 こして次のように書いています。「小学生

だった私 た ちに は， どう して もウィラー

ド・リチャーズ博士を忘れられない理由が

ありました。騒がしい教室から階段を降 り

ていくと， リチャーズ博士が いて，相 当迷

惑そうにしていました。私 たちは2，3度 ，

階段 を降 りた所で彼 につかまり， もっと静

かにするよう注意 を受 けたことがあ ります。

確 かに，上で どしんどしん音をたてたり，

物をぶつけた り，階段 にどっと押 し寄せた

り， ドアを開けて走 り抜 けた り……騒がし

くしていたのです。彼は特 に年長 の子供 を

しかりつけていました。 そのうち私たちは，

迷惑をかけるよりは，静 かに歩いた方がよ

いと思うようになっ分です。」(メ ア リー ・

オーデンシア・ス ミス・アンダーソンとバー

サ ・オーデンシア ・アンダーソン ・ハル ム

ズ著 「ジョセ フ・ス ミス3世 と回復」p.28)

1843年11月7日 ，ジ ョセフは次のように

記 しています。「(ジョセフ ・M)コ ール氏

が テーブルをホールの後ろへ移動 している

と，歴 史 を書 い て いた(ウ ィラー ド)リ

チャーズ と(ウ ィリアム ・W)フ ェルプス

の方 から，教室の騒音がひどくて仕事がで

きないという苦情がきた。そ こで私 は，歴

史を書 く邪魔 になってはいけないと思い，

コール氏に別 の適当な場所を捜すよう命 じ

た。私が最 も頼 りに して いた書記 が亡 く

なったり，背教 した者がいたために，歴史

を書 くことは大変 な仕事 になっていたので

6
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店 の 内 部(右 上).

・1842年の 扶 助協 会 の

設 立 な どの集 会 に使

用 され た2階 の 大 部

屋(右 下)， ジ ョセ

フ ・ス ミ ス が啓示 を

.・ 、・ 受 けた リ，聖 典 の 出

版 の 準備 を した個 人

蔑謝 の 事務 室(左 上)

ある。私 にとっては，歴史がきちんと書か

れているかどうかが，一番大 きな関心事 に

なっていた。」(「教会歴史」6：66)

そ の赤 レンガの店 の中では，歴史的な出

来事がい くつか起 こりました。1842年3月

17日 ，2階 の集会室に集まった姉妹 たちの

立 ち会 いのもと， ジョセフ・ス ミスは「ノー

ヴーの婦人のための扶助協会」を設立 しま

した。 ジョセフはその直後の集会で， この

組織は 「貧 しい人々や未亡人，孤児たちを

助 けるために，またあらゆる慈悲 を目的 と

した行 ないをするために」あると語 って い

ます。(「教会歴史」4：567)

1842年5月4，5日 の2日 間にわた り，

2階 の部屋で開かれた神聖な会には，9人

の男性が集 まり，予言者 から神殿のエ ンダ

ウメン トを受 けました。 ブリガム ・ヤング

を含 むこの兄弟たちは，予言者が暗殺され

たあ と，ノーヴー神殿でこの神聖 な業 をと

り行 なうことになりました。

ジョセフは，結局 この店の経営をほかの

人に任せ ることにな りました。 というのは，

1842年 の初 めに，彼はノーヴーの市長，治

安判事，登記官の仕事 を引き受 けることに

なったからです。店の方はと言えば，利益

はあまり上がっていませんでした。それは，

ジョセフが多 くの人々 に貸 し付 けを し，

困っている人々に自由に品物 を分 け与 えて

いたからです。 しかし，彼にとっては収入

が減 ることよりも， そのために人々の生活

が良 くなることの方 がずっと大切 だったの

です。開店 した当時， ジョセフはこのよう

に書いています。「私 は聖徒たちのために役

立 ちたい。主のみこころにかなうときに昇

栄で きることを望みなが ら，すべての人々

に尽 くしたい。」(「教会歴史」4：492)
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子
供の頃，私の家 はニューヨーク市内

から50キ ロほど離れたロング ・アイ

ランドというところにありました。そこは

木々の多い 自然に恵まれた美 しいところで

した。生け垣 に囲 まれた広 い敷地 には，石

庭や魚のいる池，菜園などがあ り，芝生が

敷 きつめられ，木々が生い茂 っていました。

それはどれ も手入れを必要 とするものばか

りで，夏には芝刈 り，秋には落ち葉掃 きと，

いつも仕事 が待っていました。そうした庭

の手入れで，私たちはかな りきつい仕事を

したつもりでいましたが，少年時代をアイ

ダホ州バー トンのてんさい畑で過 ごした父

に言わせれば，まるで何 もしていないよう

なものでした。

ある日，父が私 にこう言いました。「農場

でフランクおじさんの手伝 いで もしてみな

けりゃ，働 くということがどんなものか，

お前にはわからんだろうな。」 そこで私は，

ひと夏 をユタ州 トゥエラに近 い スカルバ

レーで過 ごし，働 くとはどういうことかを

学ぶことにしたのです。

私 の家のある緑 の多いロング ・アイラン

ドとは違 って，乾燥 していて荒涼 とした砂

漠のスカルバレーは，私 には信 じられない

ような場所でした。 ヨーロッパや合衆国東

部 から移 ってきた開拓者たちは， ここに着

いたとき 「まさにこの地である」 と言われ

たのです。そのときの彼 らの気持 ちがどん

なであったか，私 には手に とるようにわか

りました。

大都市周辺 で生活 してきた私にとって，

農場での生活は大変すばらしい勉強 にな り

ました。家畜 や馬を見ては感動 し，収穫 に

いたるまでの仕事 の大変 さにすっかり圧倒

されて しまいました。豊作を期待 するには，

それまでに大変な準備 が必要 であることを

初めて知 ったときの気持 ちは，今 でもはっ

きり覚えています。畑を耕 し，すき， なら

し，植 えつけをする。土寄せをし，雑草 を

取る。水 はけをよくし， また土寄 せをし，

雑草 を取 る……と私 には仕事 が限 りな く続

くように見 えました。その夏 は私 にとって

すばらしい教訓の夏 とな りました。教訓 と

言 うより大切 な財産 と言った方がいいかも

しれません。なぜなら，私はそのような荒

涼 とした世界の遠隔地で，収穫の律法 とい

う大切な律法を学ぶことになったからです。

収穫 の律法というのは，何 もしないとこ

ろからは何 も得 られないという単純な もの

です。聖典 では，収穫の律法を，「まいたも

のを刈 りとることになる」 という言葉で教
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、

えています。「まちがってはいけない，神 は それ以来，私 は人生 の悩 みに対する独創
あなど

侮 られるようなかたではない。'人は自分 の 的な解決法を見つけるには， この収穫の律

まいたものを刈 り取 ることになる。」(ガ ラ 法 に従 うことだ と悟 ったのです。私 たちの

テヤ6：7)

灘鐘 灘
灘灘

講覇

難難

饗讐

霧
葺躯

糞奪

毒麟1 鷲

35



知 らないところで，たくさんの働 きがなさ

れているのです。私 たちが店に行 って目に

するのは，農家や酪農家が生産 した結果 だ

け，すなわち新鮮な野菜 や果物，酪農品が

並 んでいるところだけです。 しか し，それ

らを生産するまでの仕事 にたずさわってみ

なければ， これらの完成 品に}体 どれだけ

の時間がかかるか，時 には心 を痛め，不安

のつきまとういかに大変 な仕事で誘るかを

知 ることはで きません。 ピアノの演奏や歌

を聞いたり，人の書 いた本を読んだり，美

しい絵 を見るときにもこれ と同じことが言

えます。

多くの人々は 「創造性」 という言葉は，

単 に文化や演奏 芸術 といった事柄 にのみ

あてはまるものと思 っているようですが，

それは偏見 というものです。論理的 に考 え

てみて も，「創造性」 という言葉 は限 りな

く，実に多方面 にわたって使 えるものなの

です。

この世 の創 り主イエス ・キ リス トは，私

たちに創造性 について力強い可能性 を示 し

てくださいました。私 たちの周 りにいる人

人，動物，草花，植物，昆虫，どれをとっ

てみてもふたつとして同じものはありませ

ん。地球 にも季節があ り，熱帯のジャング

ルや大洋，湖，山，谷，森，平野，台地な

どがあって，私たちに限 りない創造性 を示

してくれています。

創造主 は，私たちに創造性 という賜や才

能 を伸ばすことを望 まれ，励 ましを与 えて

おられます。教義 と聖約 の46章 にはこのよ
なんじ

うに記 されています。「汝 ら……熱心に最
たまもの しか ため

善の賜を求めよ。而して常に何の為に与え
おぽ

らるる賜 なるかを憶 ゆべ し。……

すべての者，必ず しもあらゆる賜 を与え

られしにあ らず。何 となれば，賜は多くあ

36

o

れどすべての人は神の 『みたま』によりて

その一を受 くればなり。

ある者 はある賜 をたまわ り，また他の者

には別 の賜 をたまわ り，かくしてすべての

者これによりて益 を得 るな り。

すべて皆 これらの賜 は，神 より来 りて神

の子たちを益するなり。」(教 義 と聖約46：

8，11-12，，26)

この聖句は，最良の賜を熱心 に求 めるの

は正 しい理由からであれば決 して悪 いこと

ではないと教 えているのです。

しかしド立派な才能 を持 っていながら利

己的なために， その賜 を人のために使おう

としない人が多すぎます。 というよ り，彼

らはその賜が神 から与 えられたものである

ことを認めようとしないのです。 自分の創

造性 に関する才能がどこから与 えられるの

かを正 しく理解 していれば，rサタンの 目的

にかなうような書物 を読 んだ り，踊 りをし

たり，音楽 を聞いた りするようなことはし

ないはずです。予言者モロナイは，"悪事の

ために才能 を使 うことについて，次のよう

に勧告 し』戒 めています。「あなたたちはキ
み もと

リス トの御許へ来て一切の善 い賜物 をつか

め。悪いたまものまたは汚れたものにかか

わってはならない。」(モ ロナイ10：30)し

か しながら，私 たちは試 しを受けるために

この世に来ています。ですから当然 自由意

志を使って善 と悪 を選 ぶことができるわけ

です。

教義と聖約52章14節 か ら19節 に は，私た

ちが創造性 という賜を正 しい目的のために

使 えるよう，指示が与えられています。そ

の中で私たちは，識別の賜 または規範 とい

うのは，1悔いる精神 をもって祈 り，儀式や

戒めに従 う.ことによって， また悔いる精神

をもって語 り， しか もその言葉 が柔和な と
}

葺

奪
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きに与えられると教 えられています。 さら

に，争いがな く，主 のみ力を謙遜 な気持ち

で受 け入れ，賛美 と知恵の実を結ぶときに

与 えられるのです。
おぽ

46章10節 には，「憶 えんこと」と出ていま

すが， それはすなわち学び研究する能力，

勤勉 さや賜，才能 を伸 ばしていく能力のこ

とを指 しています。私 たちには， 自分 自身

にみがきをかける責任があるのです。

あるとき私 の友人が「ピアノが弾けるか」

と尋 ねられて，「まだやってみたことがない

から，わからない」と答えたのです。何 と

すばらしい教訓でしょうか。私 たちには試

されるのを待 っている，隠れた才能 が実 に

たくさんあるのです。

しか し，創造性 とい う才能 を伸 ばすこと

は，決 して楽な仕事ではありません。その

ことを忘 れないで ください。私はよく 「す

べての者，必ずしもあらゆる賜 を与 えられ

しにあらず」(教 義 と聖 約46111)と 言 っ

て， 自分の才能のなさを正 当化 してしまう

ことがあります。 たとえば，翻訳者や通訳

者 と一緒 に仕事を しているときなど，っい
い げん

「異言を語 る賜があっていいですね」 など

と言ってしまうのです。

あるとき，その ような言葉 に次のような

返事 が返ってきたことがあ りました。「私の

異言を語る賜は，何千時間もの勉強と，幾

度 もの失敗 や挫折感を克服 したあとに与え

られた ものです。」

前 にも言いましたが，創造性 というのは

文化 や芸術 に限 ったものではありません。

それだけでは，非常に限られたものになっ

てしまいます。私たちには 日々活動 してい

る中で，独創的な作品を生 み出す力が与 え

られているのです。私 たちは，創造性を働

かせて，問題への新 しいアプローチの方法
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を身につけることによ り， 日常のいろいろ

な問題に対する解決策 を見つけていくこと

ができます。私は今 まで，マーケティング

やセールス，広告業，新製品の開発などに

たずさわ りながら，その ような創造性 を数

多く目にしてきました。

大学院を修 了したばか りの私 は，新 しい

雇 い主から市場調査部 の仕事 を言いつけら

れたのです。私たちがそこで取 り組んだの

は，旧型の製品によく似 た新製品をいかに

早 く識別するかということでした。新旧の

区別がはっきりしていないと，市場での新

型製品の売れ行 きや様子 を的確に調査 する

ことはで きないのです。現場 の検査貝たち

は，訓練は受けて きているものの， かな り

戸惑 っていました。簡単 な区別の方法 はな

いようにさえ思 えました。

そんな折，私 は新参分析者 としてある会

合に招待 され，この間題 の解決策 について

話 し合 うことになりました。 この問題が解

決できないために，何万 ドル もの費用がか

かっていました。 そこではいろいろなアイ

デアが出されていました。 ところが，会合

の最 中，私の結婚指輪が指 からす り抜 けて

転が り，新製品の取っ手のところで止まっ

たのです。そ してそこで，旧式の標準型の

取 っ手 は，かろうじて私の指輪に納 まるが，

調節可能 な新型の取 っ手 にははまらないこ

とがわかったのです。私 はそれを ヒン トに

し，検査員が正 しく判断で きるように， い

ろいろな大 きさの穴 を開 けたカー ドを作 る

ごとにしました。市場調査を担当 している

人々は，この簡単な解決方法 を提供 してく

れたカー ドを，今なお 「ヘイルズのホール

カー ド」 と呼んでいます。

私がマサチューセッツ州ボス トンのケン

ブ リッジワー ド部で，長老定員会 の会長 を

38

していたときのことでした。その近辺の大

学 に入 るためにやってくる末 日聖徒の学生

たちの姿が，到着 して数 日間のうちに見 え

なくなってしまうのです。 そのうち何人か

は，会貝 としてあまり活発でなく，会貝 た

ちと強いつなが りを持 っていないような人}

た ちでした。そこで，私 たちはプロジェク

ト48と いう計画を考 え出 したのです。それ

は，私 たちの長老定貝会の会員 となる転入 ・

学生 に，定貝会 の会貝 と到着後48時 間を一

緒に過 ごす機会を提供 するというもので し

た。 そして，定員会の会員 は，転入者が新

居を捜すのを手伝 うことにしたのです。(私

たちの手元には，手頃なアパー トの リス ト

がありました)そ して定貝会の会員 たちは，

来たばか りの学生 たちに友情 と兄弟愛 を示

し，彼 らが身の回 りのことに困らないよう

にしてあげました。

こうして，私たちは大勢の転入者 に定貝

会 との絆を強めさせ，新 しい環境 に移 って

きたばか りの学生たちを，最初の数 日間 に

見失 ってしまうというようなことをなくし

たのです。 このプロジェク ト48は ， そ煩 か

ら25年 たった今なお健在 で， ボス トン地域 一

の学生 に歓迎 のプログラムとして貢献 して

います。

地元の状況に合わせ るには，場合 によっ

て独 自のアプ ローチが必要 になることがあ

ります。私たちには一般的なガイ ドライン

や原則が与えられていますが，主は，私 た

ちが 自由に自分の問題 を解決 するよう望 ん
P

でお られるのです。モルモン経 にはジェレ

ドの兄弟の模範的な話が載 っていますが，

それは， 自分の問題 は主の導 きを得 て自分 、

で解決するよう主がいかに望んでおられる1

か を示 しています。

ジェレドの兄弟 は， すでに主の指示通 り

ノ



に船 を作 っていました。 しかし， その船 に

は航行 するためのスク リューなどは何 もつ

いていませんで した。 また船内には，生 き

ていくために必要 な空気 を取 り入れる方法

もなく，明か りもありませんで した。そこ

でジェレドの兄弟 は祈 り，スクリューや航

行 の仕方 についての答 えを受 けたのです。

の地 に連 れて行 くと言われました。(イテル

2：24-25参 照)し かし，空気や明か りは

どうだったで しょうか。

ジェレ ドの兄弟 は， それぞれの船の上 と

底 に穴 を開け， そこにせんをするように言

われました。そして主 は，空気が必要なと



きにはその穴を開けるようにと言われたの

です。穴を開けて水が入ってくるような ら

すぐにせんをするようにと，主 はややユー

モアをもって， ジェレドの兄弟 に指示 され

たのではないで しょうか。(イテル2：20参

照)

しかしなお，船内に明か りを取 り入れる

という問題 が残 っていました。「主 よ，汝は

われらにこの大海 を暗やみの中にて渡 らせ

たもうべきか。」(イ テル2：22)私 た ちも

祈 りの中で，同 じ悩みをただくり返 し言 っ

ているだけのときが よくあるようです。「す

るとこの時主はジェレ ドの兄弟 に 『汝らは

その舟の中に光のあらんため，われ に何 を

せられんことを願 うか。』……と仰せになっ ・

た。」(イ テル2：23)ジ ェ レドの兄弟嫉，

窓や火は使えないと言われ， ほかに方法 を

考 えつくことができなくなってしまいまし

た。私 たちも人生において，悩 みや問題 を

解決するのに，方法が限 られてしまい， ど

うしようもな くなって しまうことが よくあ

ります。

ジェレドの兄弟は，16の 透明な石 を持 っ

て きて， それ を主 に融 って も らう こどに

よって，問題を解決し霧した。「この石 に主

の指 を触れて暗やみの中にて光 を出す石 と

なしたまえ。……そは……光 を出し海 を渡
てら

る間われらの所を照す。」(イ テル3：4)

主 か らその石 に光 をもらい，彼 らは無事 に

航海 することができました。明か りを取 り

入れる方法 としては， きっともっと別の良

い方法があったに違いあ りません。以前我

が家の家庭の夕べで，息子が， ジェレ ドの

兄弟は主、こペンキの入った缶 にでも触 って

もらえば良かったのに， と言 ったことがあ 、

ります。光輝 くペンキは，船 のイ ンテリア1

の塗装用 にも使 うことがで きるはずです。
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しかしジェレドの兄弟は，石 を使 うことに

決め，そして主はその解決方法を受け入れ

て くださったのです。

私 たちは物事 を論理的に考 えることので

きる人間です。 自分が必要 としているもの

を見 きわめ，計画や目標 を立て，問題を解

決する力が与えられています。創造性豊 か

な人々は，障害 を克服する解決方法 として，

そのような特質 を生 かすことができるはず

です。 そして自分 に立 ち向かってくるもの

を，独 自の方法を用いて克服することがで

き， またほかの人々が困難 な状況を打開 し

ていくのを助けるために， その方法を見い

だしていくことがで き、ます。

私たちは，人生 にとってあまり役 に立ち

そうもないアイデアや発明，アプローチに

執着 してしまうことが多すぎます。創造性

あるアプローチというのは，人生の中で ど

うして も必要 なものを満た していく練 りあ

げられた方法のことを言 うのです。創造的

な考 えというのは，教育や舷めを守ること，

正直 などに取 って替わる赴のではありませ

ん し，人生のチャレンジに対処する近道で

もあ りません。創造的な考えというのは，

私たちに解決への糸 口を見つけさせてくれ

る一種 の霊感 なのです。

創造性 ある人間になるには， たえず好奇

心を持 っでいなければな りません。常に新

しいアイデアに目を向け，耳を傾けるので

す。また時 には，'ほかの人の解決法の方 が

良いと認めることも必要 です。 そしてまた，

自他 を問わず， これまで の経験 から，教訓

を得 るように努 めるべきです。

創造的な考えを身につける過程 を見てい

ると，私 にはお じの農場 でした仕事 のこと

が思い出されてくるのです。作物 を大 きく

育 てるた め に踏 む ステップは，私 たちに



とってすば らしいガイ ドラインとなるもの

です。

畑を耕す。思いを清 くするために，祈 り

で始め，環境 をふさわしく整 えてください。

そして問題 や悩 みを十分 に検討 し，必ず解

決方法 が見 つかる という積 極的 な態度 を

養 ってください。 自分 自身やほかの人々を

信頼できるような雰囲気 を作 ってください。

種をまく。 自分 にできることは何かを考

え， どこに助 けが必要 かを決めてください。

しかし， この段階ではまだ助言を求めるべ

きで はありません。あなたの方に，助言 を

受 ける備 えがで きていないからです。もち

ろんほかの人に， あなたの代わ りに決 めて

もらうようなこともしないでください。教

義 と聖約9章7節 の言葉 を思 い起 こしま
なんじ

しょう。「見よ，汝いまだ悟 らず。汝 はひた

すらわれに願い し時はこれを与えらる るな

らん と思 えり。」

芽を出させる。 これから大 きくふくらん

でいくかもしれないあなたのアイデアを，

根 こそぎ抜 いて しまうようなことはしない

でください。 これは創造性 を養 うための一

段階で， この段階では，積極的な不安 のな

い態度 が求 められます。少 し待 ってみて，

あなたのアイデアに，大 きく育 つチャンス

を与えてあげてください。 しか しその場合，

たとえ失敗 して も再 び積極的 に挑戦 してみ

るだけの気持ちを持っていなければな りま

せん。

作物のでき具合を見る。 ふさわしくない

考 えはとり除いてください。主に従 うこと

により，あなたは霊感 を受 ける資格が得 ら

れます。教義 と聖約9章7節 か ら9節 まで

の言葉 をかみしめてみてください。私 たち

の決断が正 しいかどうかを尋ねるとき，霊

感が与 えられるのです。「これ によ りて汝 に

聖徒 の道/1984年12月 号

その正 しきを感ぜしむ。」(教 義 と聖約9：

8)あ なたの偉大 な力は，戒めを守ること

によってもたらされることを忘 れないでく

ださい。 、

収穫する。世界一の生産力 を持つ農夫で

も，.作 物を収穫 しなければ何 もな りません。

あなたのアイデアについて，何 らかの行動

を起 こして くだきい。率先 して，あなたの

考 えを人々に知 らせ， あなた自身も行動を

起 こすのです。

モーツァル トという作曲家 は， どのよう

にして創造性 を養 っていったか， その過程

を次のように語っています。「私は，自分 を

うれ しくさせるような考 えをよく覚えてお

くようにしています。 ……それが私に霊感

を与えてくれるのです。 そして心が安 らい

でいれば，私のテーマはどんどん広がり，

形作 られ， どんなに長 くとも，曲として心

の中にできあがるのです。まるですばらし

い絵や美 しい彫像 を見 るように， ひと目で

全体 を見 渡す ことがで きるのです。」(ブ

ルースター・ギゼリン 「創造の過程」p.44)

モ ー ツァル トも言 っているように， 日常

の問題 を解決する際に踏むステップは，本

を書いたり，絵 を描いたり，写真や音楽を

扱 うときに もあてはまるということです。

収穫 に至るまでには，人知 れぬ大 きな働 き

がなされているのです。私 たちは熱心 な働

きと，神 の霊感 によって，今 までにないすば

らしい傑作 を手にすることができるに違い

ありません。悩 みや問題 を解決 するときに

は， まず自分のできることをすべて成 し遂

げ，それか ら主に確認 を願 い， 自分が正 し

い決 断をしたのだという安 らかな確信 を得

るようにしたい ものです。そのようにすれ

ば，私 たちはた ぐさんのものを収穫するこ

ことができるのです。
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のおじいさんは,へ んだね。｣ナサ ンは,6さ いのおとうと
『あ
のボブ肌､ま し耐 サンとボブ1よどろんこ欝､

いえ かえ

て,家 に帰るところでした。

｢どのおじいさんさ?｣ボ ブはどうがいっぱいついたくつをふみな

かお ば しや とお みち

らしながら,顔 もあげずにたずねま した。ほろ馬車の通る道は,12
がっ あめ

月の雨でグチャグチャでした。
げつまえ ひと

｢ほ ら
, .6ヵ 月前にひっこしてきた人,ジ ョサイヤ･ポ ッツさんだ

かん

よ。クリスマスまであと3し ゅう間
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いました。
おお こえ いま なに み

ポッツさんは大きな声 でいいま した。｢今,何 を見ていたんだ。｣ナ

サ ンは,グ ッとつばをのみこみま した。｢べつに,や くにもたたな い

ものです。｣

｢い つから
,わ しがや くにもたたなくなったのかね。｣

｢ぼ く
,そ んな しつれいなこといいませんよ。｣

冊夢

呼

麟
懸
羅
凝

輝 。四

｢そ れ じゃあ
,う ちのへいからはなれてくれ。｣ポッツさん はうなる

こえ ワ なに

ような声 でいいま した。｢せんそうで何もかもなくして,そ のうえ,へ

いまでこわ されぢゃたまらんよ。｣
き いえ なに

ナサンはこう聞かずにはいられませんでした。｢家のほかにも,何
か

かなく したんですか。も しかしたら,家 ぞくをなく したんですか。｣
いう した

ポッツ さんは,は い色 のまゆを しかめま した。まゆの下には,つ
め まえ し

かれきった目が のぞ いていました。｢お前の知 ったことじゃないが,

つまと子 どもをな くしたんだよ。｣
お とうと

ナサ ンはそわそわ しなが らいいま した。｢弟ととぼくは,せ んそう
とう

でお父 さんをな くしたんです。｣
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劉 難､曝麟1論藤 献

はな

は話せるもん。｣
かあ なが み かあ め

お田さんは,長 いことナサンを見ていました。お田さんは目にな
とう

みだをうかべていいました。｢だんだんお父さんににてくるわね,あ
とお

なたは。お父さん はいなくな って しまったけど,こ こにはもうひ と
とお おな

り,お 父さんと同じようにすば らしい,モ ルモンのせんきよう しが

いるわ。｣
いえ い た い

ナサンはポッツさんの家に行って,ち ょっと立ちどまり,『さあ行
じ ぶん

くんだ』と自分にいいきかせました。ナサンはドァをたたこうとし
なか なに か おも

ましたが,ふ とせいしょの中に何かことばを書こうと思いつきまし
か

た。書きおわると,ナ サンはげんかんのところのいすにせいしよを
いえ かえ

おいて,に げるようにして家 に帰 りました。
こ いえ まえ とお

ふつか後,ポ ッツさんの家の前を通りかかると,ナ サンはポッツ
た

さんによびとめられました。ポッツさんは,ド ァのむこうに立って
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｣
よ
り

ぬし う よう

くい主が お生 まれにな って8

す か め

日 目の こ と,マ リヤ と ヨ セ フ

てん し めい とお

は天使 ガ'プリエル か ら命 じられた通
す く ぬし な

リ,救 い主をイエス と名 づけま した 。

それか らしば らくして,ふ た りはイ
しん しゅ

エスを神でんにつれていき,主 の り
やま

っぽ うに｢山 ば とひ とつがい,ま た
いえ さだ

は,家 ば とのひな2わ｣と 定 められ

ているの にしたが って,い けにえを

さ さげま した。
かみ つか

神 に仕 えるシメオ ンは,せ いれ い
ちから み

の 力によ って,キ リス トを見るまで
し や く

死ぬ ことはな いと約 そ くされて いま

した。 シメオ ンは,せ いれ いにみち
しん く

びかれて神でん にや って 来ると,お
ご み

さな子をだ いたマ リヤ とヨセ フを見
み

ま した 。シメオ ンはよろこびに満た
あゆ ご

されてふた りに歩み よ リ,お さな子
かみ

を うで にだ いて,神 をほめた たえま
すく ぬし

した 。つ いにシメオンは,救 い主が
し

おいで になった ことを知 ったのです。
ニくみん

シメオ ンは,イ エスがす ぺて の国民

ふ く よ げん

にとって しゅく福 にな ることを予 言

しま した 。それか ら,マ リヤ とヨセ
ふ く つ ぎ

フを しゆく福 し,次 にマ リヤ にむか
い

って こ う 言 い ま した 。｢あ な た は,こ

ご1ひ とびと

のおさな子が人々からひどいあっか
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き ほし

にや って来 ました。その星かメ シヤ
つ

のた ん しょうを告 げて いることを,
し

はかせたち は知 って いま した 。｢ユタ
おつ つ かた

ヤ の王と して お生 まれ にな った 方は

とこにおられ ますか 。｣はかせたち は
ひがし ほう

たすね ました。｢わた したち は東の方

ほ し み かた

て その犀 を見たのて,そ の方をおが
き

み に 来 ま した 。｣

あたト お っ

へロテ はユ タヤ の新 しい王 の こと
き か あん

を聞いて,不 安 にな りま した 。そ こ
くにしゅっ が くしゃ あっ

て へロテ は国中の学 者を集め,や く
つ

そ くのメシヤ か とこて生まれるのか
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せいしよにでで《る

どうぷつ
① アブラハムはむす

このイサクのために,

ふさわ しいつまをみつ

けようと,し もべをつ
ひ

かわしました。ある日,
の はら

イサクが野原にいると,

しもべと,つ まになる

りベカが[工=□ にのっ

て,や ってきました。
そうせい

(創世24:63)

●

② エライジャは,か ◎ サムソンは,つ よ
ひと ひ

みのよげんしゃで した。 い人で した。 ある日,
た

ひどいききんで食べも サムソンはすでで□]

のがないときに,か み[[;]李 ころしました。

さまは[[工]を つかっ(士 師14:5-6)

て,エ ライジャにパン

とにくをはこばせまし
れつ おうじょう

た。(列 王上り7:6)

● ●

らいおん

● ●
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藁鰻 購1藻 灘騰職 黛撚羅難鐸i購鰹纂蟻撫醗.
'85年ミス ･アメ リカに選 ばれた

シャー り一ン･ウ エルズ姉妹

回
85年 の第63代 ミス･ア メリカに,5ω1･1の代 表の中から末

日聖徒であるシャーリーン･ウ エルズ姉妹(ブ リガム･

ヤング大学3年 生,20歳)が 選ばれた。

ウエルズ姉妹は,七 十人第一定貝会会貝のロバー ト･E･ウ

エルズ長老とヘレン姉妹の三女(7人 兄妹)と してパラグアイ

に生まれ,ウ エルズ長老の教会幹部 としての召しに伴 ってチリ

やアルゼンチンで育った。 ミス･ア メリカのコンテストでも,

南 アメリカの伝統的衣装に古典ハープでパラグアイのフォーク
ひ ろう

ソングを披露し,豊 かな才能と個性をアピールした。

報道関係者が｢モ ルモンの日曜学校教師｣と 呼ぶ彼女は非常
あつ

に信仰篤く,受 賞後の記者会見で｢私 は末 日聖徒の家庭に育っ

たことをとても誇りに思っています。信仰は,私 の生活の一部

です｣と 述べ,自 分の信念を披れきした。

またチャーチニューズのインタビューに答えて,次 のように

述べている。｢私が ミス･ア メリカであることのみならず,末 日

聖徒として人々から注目されることは十分承知しています。 と

ても大きな責任ですが,私 の信じている事柄をお話できる良い

機会でもありますので,最 善を尽 くしたいと思います。また皆

さんに誇りに思われるように努めたいと思います。｣

シャーリーン･ウ エルズ姉妹 はミス･BYUと ミス･ユ タの

両タイトルをすでに受けており,ミ ス･ア メリカの栄冠は末 日

聖徒としては彼女 が初 めてである。

ウエルズ長老は娘の ミス･ア メリカ受賞について,こ う語 っ

ている。
ちゆうちよ

｢彼女は信仰について語るのを躊 躇することはないでしょう

が,そ れを誇示する必要 もありません。今 まで通 りの生活をし

て,教 会のよい代表者になってくれればと思います。｣
にが

過去の ミス･ア メリカがスキャンダルを起 こして関係者を苦

りきらせていたときだけに,保 守的な良き伝統を受け継いだウ

エルズ姉妹に白羽の矢が立ったのもうなずけよう。ウエルズ姉

妹はミス･ア メリカとして,今 後1年 間テレビ出演など各種の

行事に花を添えることになる。
●｢チヤーチニューズ｣

54(9月23日 付)より車云載

卑
末日聖徒であること

を誇りに思います
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め,さ らに教育や夫婦間の問題 にまで発展して

いきました。ふたりのケント兄弟の持つユニー

クな雰:囲気もあって終始楽しく進みましたが,

討議の内容 もかなり濃く,知 的で非常に興味深

いものとなりました。

当日,会 場は約350人 の人々で一杯になりま

した。そこではほかの日の活動の紹介やデモン

ストレーションなどもあり,オ ープンハウスの

初 日に行なわれた集会としてはとても意義深い

ものになりました。

また地域の人々への良いアピールになったと

同時に,会 員内の意識を新たにすることができ

ました。

打ち上げ花火的に終わることだけは避けよう

ということで,日 常の活動の紹介に主眼を置い

た今回のオープンハウスは,シ ンポジウムの成

功もあって多くの非教会員や求道者の関心を教

会に向けることができました。それは直接福音

の紹介には結びつきませんが,教 会に親 しんで

もらうために大きな意味があったと思います。

最後に今回のオープ ンハウスに主の助けが

あったことと同時に,実 際に働 いてくださった

七十人や宣教師,そ のほかの方々に心から感謝

したいと思います。(レポーター 東京ステーキ

部活動委員･波 田野隆)

國
がオープンハウスの計画を初めて知った

のは,2カ 月ほど前の8月 初めでした。

ステーキ部 ワー ド部のすべての指導者が集

まって原案が発表されましたが,そ のときはま

だよくまとまっておらず,い ろいろな問題 が

あって,ど んなオープンハウスになるのか見当

もつきませんでした。 また準備する期間が短く,

どれだけの人が来てくださるのかとても不安で

した。
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●(左)オ ーブンハウス会場の受付。壁にはイエス･キ リストを証するろ･たつの記録を手にするエセ

キエルの絵か張られている。 ●(右)教 会Q庫 復を伝える福音のフロア。
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に住みっいている変な外人と日本語 と英語によ

る愉決な交流チャンポントーキング』枷 晃の変

な外人と国際社会に乗 り出す人集まれ1｣と い

うもので,ス テーキ部内に組織された｢国 際交

流フォーラム実行委員会｣が 主催 し,札幌ステー

キ部が後援という形で行なわれた。

今までの伝道集会とまったく違った趣向を凝

らし,出 席者も一緒に参加し,考 え,発 言し,

楽 しめるパネルディスカッションの形がとられ

た。パネラーに'84年度 きものの着付け日本一に

なったロバート･K･ア ンダーセン兄弟(元 札

幌伝道部専任宣教師),米 テキサス州で農場を経

営するデビット･H･保 喜長老(現 柑 螂云道部

長),北 海道教育大学教授の潟沼誠二兄弟(札 幌

ステーキ部長)ら5人 。北海道新聞にも事前に

大きく報道されたこともあり,150名 ほとしか

入れない会場は200名 の求道者や友人,会 員,宣

教師であふれ,熱 気のある楽 しい伝道集会 と

なった。

｢アメリカ人から見た日本人｣を テーマに討

論や会場との質疑を行ない,日 本人とアメリカ

一 鰯

認 簗
騨 ∴悪垂蓋樂欝 壽篶寵
く 鋤･★ 轍 の辮 外鳳 国騨 会1諜咄駄 集まボー ピ

囎

●札幌市教育文化会館

講堂て行なわれた｢チ

ヤンポントーキンク｣

に200人 か集った。

●(右下)案 内用のチラ

シ､

なゆ

熱勢,藷

響』 い 渉
㌔ゼ
諮 一 鴇 一一 卿

讐綴
鮎

.踊

健
鐸
髭審

人の違いについてパネラーから実際の体験に

よって得た様々な相違 点が出されるたひに会場

から驚 きの声や笑いが絶えず,宣 教師による楽

しいスキットも折り込まれ,2時 間半の集会も

短く感 じられた。参加された方々から｢自 由な

雰囲気で楽しい。今後 もぜひ続けてほしい｣｢大

変おもしろくためになった。次回も必ず参加し

たい｣と いう意見を多くいただいた。

今後このような催 し物をさらに発展させ,充

実したものにしていきたいと実行委員会は語っ

ている。(レポーター 札幌ステーキ部第二副ス

テーキ部長･大 田原勝幸)
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ました。初めは迷うこともありました斌 その

つど聖典を読み,皆 様の証を聞き,心 を神様に

ゆだねることの重大 さを教えられてきました。

夫と共に,ハ ワイ神殿に初めて参入したとき,
は

青い空に映える真っ白な神殿を仰いだときの感

激,こ れこそ天国だと思いました。そして数々

の儀式と祝福をいただいて,｢あ あ,生 きていて

良かった｣と 喜びもひとしおでした。またその

後,ソ ル トレーク神殿まで行かせていただき,

以前に福島で伝道されたたくさんの宣教師たち

に会い,世 界中にこのようにたくさんの兄弟姉

妹がいるのだと思う心強さを覚え,｢あ あモルモ

ンになって良かった｣と 思ったのです。

いろいろなことがありました。小 さな家の教:

会 から転々とあちらこちらに移 りました。でも

今はすばらしい教会堂が福島にできあがりまし

た。神様は常に,私 たちを忘れずに導いてくだ

さいます。

完成 した新 しい教会で集会ができたとき,ど

んなに夫が喜んだことでしょう。｢ああ,こ れで

肩の荷がおりたようだ。この教会で第一･号の告

別式をやれたら本望だろうなあ｣と 喜んでおり

ました。今考えると,夫 の最 も望んだ願いがか

なったと,胸 が→杯になります。事実その通 り

●8月5日,､福 島ワー ド部教会堂で行

なわれた堀江恵助兄弟の告別式には教

会内外から300人 が詰めかけ,故 人の

めい福を祈った。堀江兄弟は地元教会

員として初めて福島支部長に召されて

以来,経 営者としての多忙な生活にも

かかわらず,主 のみ業のために献身的

に働いてこられた。

になりました。

兄弟姉妹の温かい心からの奉仕の中に,た く

さんの知人や親戚の方々のお見送 りをいただき

立派な告別式をしていただいたことを,深 く感

謝し,お 礼申しあげます。また神様が生きて私

たちを常に見守ってくださることを知 っており

ます。本当にあ.りがとうございました。(ほ り

え･と み1911年 生 まれ,福 島ワー ド部)

日忽の恵み
一歯科医としての経験から一

札幌伝道部

函館支部

近藤 玲子

囹
から5年 前,大 学を卒業 して札幌のある

歯科医院で働き始めました。それから間

もなく姉の紹介で教会を知 るようになり,末 日
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遡醗鐡 鍵灘難欝
続けていました。その間,ふ たりの子供 に恵ま

れ,子 供たちにも信仰の大切 さを教えてまいり

ました。

しかし,11年 も同じ信仰を持っていなが ら,

私 たち夫婦は考え方,生 き方,す べての価値観

の違いをどうすることもできなかったのです。

また,経 済的にも精神的にも様々な困難に直面

しました。

そのような生活の中で,あ る理由から突然そ

れまで住んでいた家をすぐにでも出なければな

らない状況に追いつめられたのです。 しばらく

して離婚という事態となり,そ の後のほんの数

カ月の間に信じられない出来事が次々に起こり

ました。｢子供たちふたりを引き取 り,そ れまで

家庭にいた私が生活を支えていかなければなり

ません。たび重なる苦難の中,今 までの11年 に

わたる信仰生活は一体何だっためかと疑問を抱

くようになっていました。

しかし私が多くの苦難を抱えて藤沢の地へ移

転してから,私 の人生はさらに大きな転機を迎

え,道 が備えられていたかのようによい方向に

導かれました。

私が苦難の中から救われ,末 日聖徒イエス･

キ リスト教会の会貝になれたのは,藤 沢に住ん

でいる私の姉夫婦 沼田兄弟姉妹のお陰です。

神権者である沼田兄弟が家庭を守り,責 任を果

たそうと努力する姿,そ して沼田姉妹の夫を信

頼 しきっている姿は私には驚きでした。

日曜日ごとに姉夫婦と共に教会に行 くように

なり,し ばらくして姉妹宣教師からレッスンを
いかり

受け始めました。碇 姉妹 とジョーンズ姉妹のお

ふたりはとても明るくすてきな方々でした。け

れどもそれまでずっと批判 し,心 を堅く閉ざし

ていた神様の教えですから,初 めはおふたりの

レッスンは私の心に入ってきません。モルモン

経 も読み始めていましたが,こ れも同じです。
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しかし何度か教会に行って多くの人々の証を

聞き,レ ッスンを受けていくうちに,自 分の信

仰に不信を抱き始めていた私は,本 当に神様が

生きておられるなら私 も知 りたいと思うように

なりました。そして心を開いたときから,モ ル

モン経も宣教師のレッスンも,信 じられないほ

ど私の心に入ってきました。

町田ステーキ部大会のときでした。大会の途

中,私 は体の震えを感 じ,そ の震えは大会が終

わってからも止まりませんでした。私はひとり,

礼拝堂に残って祈りました。｢神様,教 えてくだ

さい。この震えは何なのでしょうか｣と 。

どの くらいたったので しょうか。碇姉妹 と

ジョーンズ姉妹が入って来 られ,私 のそばに座

り,碇 姉妹がいつものように神様のお話を始め

ました。そのとき私は涙が出て止まりませんで

した。不麿議にも体の震えは止まっていました。

そのことをお話したところ,碇 姉妹 は｢そ れは

もうひとりの木村姉妹,霊 の体が感じているの

ですよ｣と おっしゃいました。

私が祈 り求めていた答えを姉妹宣教師が持っ

てきてくださったのです。

私がバプテスマを受けるまでに,様 々な問題

が起こりま.した。しかしそのつど,祈 りと断食

によってスムーズに解映 していき,､た くさんの

証を得ることができましたg

､子供の保育園の問題 も,私 の会社のすぐそば

の保育園にひとり退園ずる子がおり,そ の代わ

りに.入園することができました。しかしお昼に

はお茶が出ると聞いて,う ちの子供だけお水に

してほしいとお願いしたところ;ひ とりだけ特

別扱いはできないと断わられてしまいました。

私は非常に悩み,困 ってしまいました。監督

に相談したところ,も う一度チャレンジしてご

らんなさいと言われ 断食をしてお願いに行き

ました。すると今度は快く受け入れてくださっ





､宣赦師への思返し･ .
　　ぞ

田私だちは皆末甲聖律φ信仰
.を受け入れ孝

､レた+∴r...

北陸地方部福井支部

竹沢..のり子

①妹 ②姉 ③母 ④私

⑤姪 ⑥夫 ⑦長男

⑧娘 ⑨次男

磁網
ん29黙

回鵠灘議鵬慧欝
りま した。

ま の

1おみたりの名前嫉 .ハワイから来られた真野

姉妹･(60歳 供〉.と木阪から来 られ為志野(旧 姓
.津田)姉 妹です

。..私は妹を誘って蒔ふたりの愛

に吸い込まれるよう.にしてバプテスマを受け,

感謝で一杯でした。どうしたらこめお礼ができ

るかお尋ねしま,したち,神 様も宣教師も,求 道

者を紹介することが一番喜ばれるζ言われまし

た。

さっそくふたりのお友達を紹介しましたが,

戒 めが碧ずかしく,.改宗まで至 りませんでした。

そのとき伝道のむずかしさを知.ると同時に宣教

師の偉大さに改めて感動を覚えました。その頃

力}ら･宣 教師の愛へρ恩返 レは求道者 を見つけ

ることどとしっかワ心に刻みました。.､
』バプテス

マを受けてちょうど1年 後に,非 教

会員の主人と結婚しました。教会の人たちは,

私 が教会から遠ざかってしまうのではと心配 し

てくださいました。それでも祈 り続けて確信を

得た結婚だったので,神 様を信じていました。

5年 かかっても10年 かかってもいい,い つか一

緒に教会へ集ってくれればと思って,教 会員 と

しての気 くばりだけはいつもしていました。

そして主人はあるとき求道者 としてレッスン

を受ける機会に恵まれ,途 中いろいろ試練はあ

りましたが,結 婚後1年6カ 月で改宗しました。

それから6年 たって3人 の子供に恵まれ 育

児や教会の責任,仕 事を通 していろいろなこと

を学ばせていただきました。子供たちが神様の

子供としてはずかしくない信仰を身につけ,憧

れの宣教師になるように育てるのは私たちの大

きなチャレンジだと考 えています。宣教師の

レッスンを手伝うのに立ち合ったとき,い つも

宣教師たちのご両親を想像 しながら,尊 敬の念

で一杯 になります。

神様からの祝福をいただくたびに,宣 教師へ

のお返 レが気になります。求道者を紹介しなく

てはと思っていたとき,ロ レンゾ･ス ノー大管

長が啓示を受けて什分の一の律法について説く

｢天の窓｣と いうビデオを見る機会がありまし

た。私たちが主の律法に従順に従うことによっ

て主が天の窓を開いてあふれるほどの恵みをく

ださることを知 り,強 い感動を覚えました。私
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｢ミ ス･マ ガ ジ ン｣に 選 ばれ τ

試練に立ち向かう勇気 一

回 年マガジン｣と いう雑誌では年 に1度,

読者の投票によって雑誌の表紙を飾る

｢ミス･マ ガジン｣を 選ぶコンテストがありま

す。今回,私 は縁あって3代 目に選ばれました。

選ばれたことについては別段感じるものもな

かったのですが,こ れからどうするかについて

は大きな期待と不安がありました。演劇は以前

から好きでしたので,で きればその方面に進み

たいという希望もありましたが,何 しろ私には

芸能界など現実ばなれして見え,き っと大学へ

行ったらそのうち忘れてしまうだろうぐらいに

しか思っていませんでした。

ところが今回｢ミ ス･マ ガジン｣に 選ばれた

ことからテレビのコマーシャルに出演すること

が決まりました。芸能界に入ることが現実の問

題となってくると,教 会貝としての不安が大き

くのしかかってきました。芸能界は悪い所とは

言いませんが,や はりいろいろと問題の多い世

界です。

そこへ案の定,ひ とつの試練がふりかかって

きました。写真撮影 のとき,衣 装合わせに行っ

てみるとビキニが数 点あったのです。ほとほと

横浜ステーキ部 斉藤 由貴(18歳)
横浜中央支部

困り果て,そ のときは何とか免れたのですが,

はっきりと断わらなければ当然撮影地で着るこ

とにな ります。皆さんは｢そ んなことで迷 うな

んて｣と 言われるかもしれませんが,私 にとっ
せんざいいちぐう

ては千載一遇 のチャンスを逃すかもしれないと

いう気持 ちと,教 会貝としての気持ちとのはざ

まに立たされ,泣 き.たくなるほどのものでした。

その帰り,結 婚した姉のもとに相談に行 きま

した。いろいろ話をして,こ こで妥協してしまっ

たら,こ の先どんどん度を越すことになる,と

言われました。また｢神 様の戒めを守れば必ず

そこには道があり,神 様がその責任を持ってく

ださる｣と のアドバイスを受け,義 兄と姉のそ

の言葉によって完全にその試練に打ち勝つ決心

がついたのです。

そのとき私は生まれて初めて,本 当に神様を

信 じるということがどんなことかわかりかけた

ような気がしました。それは決して甘くなく,

それどころか厳しくさえあることを。また私は,

｢神様を愛する｣こ とが｢神 様を信じる｣こ と

と深いところでつながっているのを身をもって

知 りました。信じることさえいざとなると容易

ではなかったのに,行 ないが伴うと.なるともっ

と大変だとも思いました。 しかしその大変さを

知ると同時に,私 はますますこの教会が真実で

あるという確信 を強めました。

家に帰ると,私 は落ち着いた気持ちで両親に,

こういうことがあったが断わることにした,と

話すことができました。するとどうでしょう。
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聖徒の道索引
1984年1.月 一12月

第28巻 第1号 一第12号

☆ イエス･キ リス ト

イエ ス･キ リス ト;救 い主,順 い主(ペ ンソン)…1月

｢そ れ では キ リス トといわれ る イエ スは
,

ど うした らよい か｣(ヒ.ン ク レー)…5月

それ ほど神 は世 を愛 して くだ さった

(キ ンボ ール)･…･･5月

イエ スの歩 まれ たと ころを(リ ー)5月

基 督イ エス ーその言 葉 と意味(ダ ラ.ム)7月

使徒 が語 る キ リス トの証(ハ ンター)8月

☆ 祈 り

天 にい ますわ れ らの父 よ(ペ リー)

祈 りの方法(マ ッコンキー)

☆ 家 庭･結 婚

9

i

7

38

24

7

1月19

7月57

親 と子の面 接(エ イシー)1月24
｢あ なたの 父 と母 を敬 え｣(ダ ン)1月44

子供 を思 いや る両 親(ハ ンタ ー)1月112

結婚 生活 を育む ため に2月13

近 きにあ りて遠 き もの.(自 閉症 児 とと もに)… …3月16

幸福 な結婚 を もた らす律 法(質 疑 応答)4月22

家族 に流れ る梅流(キ ンボール).6月1

聖 典 を自分 た ち夫 婦 にあて はめ て6月20

結婚 と離婚(ヘ イ ト).7月20

永遠 の家庭 を築 く(モ ン ソン)..7月27

家庭 を天国 のよ うに(ク ック)7月53

主 は我 が心 を変 えた もう8月16

仲 む つま.じくあ るため に10月7.

☆質疑応答

主の再臨の場所

幸福 な結婚 をもたらす律法

守護天使は存在 しますか

モルモン経に記 されている年代

水の上を歩いたペテロ
｢モ ルモ ン｣と い う言葉

｢岩｣と し
.}う言葉 の象徴 的 な意味

アダムまでの系図

純潔の律法

主の降誕以前の主のみ名

モルモン経 と神殿事業

優先順位のつけ方

月

月

月

月

月

月

月

月

月

月

月

月

3

4

5

5

6

6

8

8

9

9

0

0

1

1

14

22

28

30

15

18

12

14

7

10

14

19
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証 を得 る には11月22

ホ.7ム テ ィー チ ャーの同僚 を活発 にす るに は……11月27

☆自由意志

自由意志と愛(ハ ンクス)1月

自由意志 と責任(キ ャノン) .1月

.☆ 神 権 定 員 会

｢汝 らは いかな る人物 にて あ るべ きか｣

(ベ ンソ ン)… … …1月

欺 かれ ては な らない(ヒ ンク レー)1.月

神権の祝福

失 われ た羊 を連 れ戻 す(ワ ース リン)

私 の羊 を養 いな さい(パ ツカー)

我 が家 のホ ーム テ ィー チ ャー

私 の兄弟 が そこ に住 ん でい ます.

ホ ーム テ ィー チ ャーの 同僚 を活発 にす る には……11月

☆人生･日 常生活

4月

7月

7月

8月

10月

37

142

人生 の謎(パ ッカー)

76

81

25

71

75

40

36

2?

ρ

実 を結んだ訪問教師メッセージ

光 は決 して動かない

聖徒たるにふさわしく

永遠の展望

特別な人

義 の武 器(エ イ シー)

われ らは正 直 なるべ き ことを信 ず(ア シュ トン)… .3月
｢シ ンデ ィーに｣

マ シューか ら贈 られ た テキス ト

委任 す る とさ,し な い とき

バ ス を乗 り違 えて(シ ル).

で き ます とも

｢そ れ が私 がいた だ くもの です か｣

新会員の皆さんへ(ダ ン)

ホテルの入口で見1た謙遜 さ

勝利

良 いイ メー ジを与 え る

ア ヒル.はさ まざ ま

命綱

人を裁 くな

分類にとらわれず一独 身者の生き方

15歳:祝 福の年

私 た ち はク リスチ ャ ンです(ウ エ ル ズ)

人との比較

魂の闘い
｢いと高き者の子ら｣

強風に払い清められた

祝福による祝福

名 も知 らない人

隣 の席(.ク ック)

導 くのは私 運転するのはあなた

みたまの力を毎 日の聖典勉強から

養蜂家

任命
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32

34

37
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28

35

24

27

35

41
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20

32

34

8

26

31
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34
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24

30
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8
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月

月
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月

丹
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月

月

丹

月

月

月

月

月

月

月

月

月

月

月

月

月

月

月

月

月

月

月

月

月

月

月

月

月

月

1

2

2

2

2

3

3
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4

4

4

5

5

5

5
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6
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あな たの伴侶 の宣教 師 とな る .3月8.

伝 道:あ な た しか決 められ ない こと.. .7月62

福 音 を全 世 界 に宣 べ伝 え る使 命(ベ ン ソン)… …7月80
｢そ れ ゆえ に

,あ なた がた は行 って,

すべ ての国 民 を教 えよ｣(ペ リー).…7月131

日記にホる私の改宗

この世 が改宗 す る とき(キ ンボ ール)

芽 吹 く種 一宣教 師訓練 セ ンター

☆福祉

8月

9月

10月

日の光 栄 に至 る自立 の本質(ロ ムニ ー)11月

｢主
,そ の民 を シオ ンと呼 びた まえ り｣

(キ ンボー ル)… …12月

☆ 奉 仕

奉仕がもたらしてくれるもの8月

不都合なときに多い本当の奉仕

(フェザース トーン)… ……8月

☆ モ ル モ ン 経

私 為ちの宗教 のか なめ.石(フ ァウ ス ト).

｢あ なたが たは モル モン経 を どう思 うか｣

37

1

28

i

z

29

29

1月14

(マ ッコ ンキー)… …1月127

重んじられるべき書物.4月.

モルモン経 に記されている年代(質 疑応答)… …5月

モルモン経 にっいての証11月

☆ モルモン･フ オーラム

子供にバプテスマの備えをさせるには

欠点にとらわれず長所を見いだすには

うっ状態から抜け出すには

家庭で読書意欲を養うには

☆優先順位
さまざまな声

4月

5月

6月 .

9月

1

0

0

1

ら0
.
-

4

4

4

4

5

.[
｣

5

5

優先順位のっけ方(質 疑応答)

☆子供のページ

小さなお友 だちへ(ヘ イト長老)

4月19

10月19

｢の どが かわ かな いかい｣

イノ スのいの り

おも ちゃば こ

小 さな お友 だちへ(リ チ ャー ズ長老)

イエ スさま は,ど うや ってお金 を うけ とる の……3月

よげん し ゃヨナ

2月

2月

2月

2月

3月

お もちゃば こ

月

月

3

0σ

トーマ ス･ケ イ ン か いた くし ゃのお友 だ ち……4月

ニタの ひつ じ

かみ さま とのや くそ く

ク レアと タレ ン トシ ョー

天上の大会議

おもちゃばこ

4月

4月

5月

5月

5月

小 さなお友 だちへ(マ ック スウ ェル長老)… ……6月

マ ンディー のあ たら しい友 だち6月

2

6

0

2

2

6

0

3

4

7

2

4

9

2

2

6

4

4

5

5

4

4

5

5

4

4

5

4

4

5

4

4
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手話

お子 さ まク ッキ ング

お も ちゃば こ

ジェ ドと川

お子 さま クッキ ング

もはん にな りま しょ う

お もち やば こ

両方のいいところ

ノア とは こぶね

お子 さま クッキ ング

お もちゃ.ばこ

メ リサ のバ プテ スマ

カイ ンと アベル

ハ ロー ウ ィー ンの ジ ャコ ラン タン

えい ゆう 一スペ ンサ ー･W･キ ンボ ール大 管長…11月

アクー マ とキバ .

月

月

月

月

月

月

月

月

月

月

月

月

月

月

6

6

6

8

8

8

8

9

9

9

9

0

0

0

1

1

1

お も ちゃば こ

プ レゼ ン ト

おさ なご イエス

せ い し ょにでて くる どう ぶつ

☆ ローカルページ

合衆国大統領特別補佐官として

11月

11月

12月

12月

12月

0
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2

2

9
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2

2

6
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2

2

8

2

2

6
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2

8
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5

4

4

5

5
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4
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5
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4

5

4

4

5

4

4

5

活 躍 する末.日聖徒1月156

高松 ステ ーキ部新 聞.｢ハ ーベ ス ト｣.1.月158

イ ンタ ビュー ケ.ン ト･ギ ルバ ー ト兄 弟 に聞 く…2月54

関 東地 区240名 が参 加 した

｢セ ミナ リー･グ ラ ンプ リ'83｣… …2月57

広 島 ステ ーキ部徳 山 ワー ド部 で聖 書展 覧会 開催 …3月59

東 京南 ステー キ部 と東 京南伝 道部 の協 力 によ る

｢ク リズ マス の集 い｣
.3月60

名.古屋地 区 ボー イス カウ トの

ク リスマ ス集会 開 く.3月61

｢明 け ま してお めで とう｣伝 道3月64

第5回 パ イク･ア･ソ ン伝 道 と

ボ ラン ティア活 動 で成 果3月65

歌 は心 の友,幸 せへ の愛 の扉3月66

若 い男 性･若 い女 性 の機関 紙

｢歩 励 相｣の もた ら した もの4月60

再 組織 された東 京北 ス.テーキ部 長会5月57

本 格的 に取 り組 んだ｢ベ ニス の商人｣の 公演

厚木 支部5月57

矢野兄 弟｢大 塩平 八郎 の乱｣の 古文 書発 見で

マ スコ ミの話題 に5月64

9ス テー キ部合 同大会 に4,100名 が 出席

東京･東 京 北･高 崎･静 岡地 区…･･…･6月.57

ス ティー ブ･ヤ ング兄 弟,プ ロ スポー ツ界 最:高額

(約96億 円〉 でプ ロ入団6月68

日本東 京南伝 道部 長 ロバ ー ト･D･グ ヅ ドウ ィン….7月146

日本 仙台伝 道部長 に召 された

青柳 弘一 ス テーキ部 長7月146
｢フ ォーエ ヴ ァ.一｣フ ァミ リー コ ンサー トに

800人 が入 場7月148

エ アロ ビクス体操 と伝 道 プ ロ.グラム7月150
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枚方ワー ド部

釧路支部

井尻 ワー ド部
一宮 ワー ド部

函館支部

白石ワー ド部

帯広支部

米子 ワー ド部

熊本北支部

久留米支部

福島ワー ド部

加 古 川ワ ー ド部

2月67

2月 表3

3月72

4月68

5月68

6月65

7月160

8月68

9月68

10月68

11月68

12月72

☆JMTCス ナップ

第53,54,55期 生

第56,57期 生

第58,59期 生

第60期 生

第61,62期 生

第63,64期 生

2月66

4月67

7月147

8月67

10月64

12月63

☆読者のひろば･編 集室から
｢教 会 で の子供 た ち｣を 読 んで(堀 井幸枝)… …1月167

渋 谷ブ ッ クセ ンターか らの お知 らせ… ……5月66,11月68,

1月168,2月68,3月72,4.月68,5月68,8月68,12月67

完成した加古川ワード部

教会當 一 種がまかれて10年

はり まなだ

匪僻磯繍讐備響搬譜
然に囲まれた地域に発展した加古川市は,万 葉

集に出てくる｢印 南野｣の 集落で知 ら礼 その

歴史は古く播磨の穀倉地帯でもあり,江 戸時代

には宿場町として栄えました。現在では人口約

21万 人で播磨臨海工業地帯 として鉄鋼をはじめ

とする近代工業が進出し,新 産業文化都市 とし

て発展 しています。

この加古川の地に初めて回復された福音がも

たらされたのは,約10年 前 の1974年3月 でし

た。姫路支部の付属支部 としてスタートした初

めの頃は,定 まった建物がなく安層､日ごとに勤

労会館なごを借 りて集会を開いていました。や

がてある民家の2間 を借 りることたなりました

が,そ の建物には トイレがなかったため,駅 ま

で用を足しに行かなければなりませんでした。

その年の暮れに曽谷眼科の2階 をお借 りするこ

とができ,そ こで約5年 間,お 世話になりまし

た。そして独立支部 となり,教 会員も増えて成

長してきました。

1980年3月 に神戸 ステーキ部が組織 された

ときにワー ド部となりました。またその年に,

菓子問屋の倉庫であった現在の土地が購入され

ました。

そして昨年建築が許可されました。主からの

この大きなプレゼントは言葉で言い表わせない

喜びでした。新 しい教会堂 は今年の5月11日 に

完成 しました。土地が間口14メ ートル,奥 行き
うなぎ

41メ ー トルという鰻の寝床のように細長いため,.

新築なった教会堂は,ズ ペースを生かす工夫が

なされています。2階 の礼拝堂兼多目的ホール

に通 じる廊下の部分が1階 より出ていてひさ七

のようになってお り,下 のスペースに14,5台

が駐車できます。

加古川ワー ド部での特徴を2,3ご 紹介いた

しますと,① ワー ド部となった記念に発行し始

めた｢ワ ー ド部便 り｣は 毎月発行され やがて

満5歳 を迎 え ようとしてい ます。② ホーム

ティーチングの達成率 は過去3年 間90パ ーセ

ント台を持緯してきました。③聖餐会の後30分

間,ワ ー ド部聖歌隊がコーラスの練習をしてい

ます。現在ではレパー トリーがかなワ増え,｢い

つでもどこでも歌えるように｣.を モットーに練

習に励んでいます。また初等協会の子供たちも

毎月1回 聖餐会で子供の歌の発表をしています。

多くの人がこのすばらしい教会堂に集って主

に讃美を捧げ,そ の心に霊の糧をたくさんいた

だき,'や がてはこの加古川の地がシオンのス
いしずえ

テーキ部の礎となるように日々頑張っています。

(加古川ワー･ド部監督･都 倉昭夫)
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